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序

鹿児島大学キャンパスには，後期旧石器時代から近代までの多くの貴重な遺跡が包蔵さ

れています。キャンパスの施設整備事業に伴う発掘調査を行うため，昭和60年に埋蔵文化

財調査室が発足しました。これまでの調査結果ならびに研究成果は，埋蔵文化財調査室年

報(Vol.1～16)として逐次報告されてきました。

ここに平成13年度の調査結果の報告として，鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報Vol.17を

刊行いたします。平成13年度には郡元キャンパスにおいて発掘調査2件，試掘調査1件，立

会い調査6件，桜ヶ丘キャンパスでは発掘調査1件，立会調査3件が行われました。本年

報には，それらの中から整理作業が終了した郡元キャンパスの発掘調査1件と郡元キャンパ

スの試掘調査1件・立会い調査1件の成果を報告いたします。

平成13年度の調査概要を1章にまとめました。2章には郡元キャンパスのサークル棟建

設地での発掘調査を掲載しました。この調査により，弥生時代中期後半（約2000年前）の

遺構や土器などの遺物がその時期の単純層から出土し，それまで空白期間であった当時の

様子が具体的に確認できました。これによって，郡元キャンパスでは弥生時代中期の始め

から古代までの約1100年間，連続して人間が生活していたことがわかってきました。

郡元キャンパス総合研究棟（理工系）の試掘調査の結果を3章に報告しています。この

調査によって，弥生時代の水田の可能性がある層が確認され，本調査に向けて良好なデー

タを得ることができました。4章では立会調査の結果を掲載していますが，特に，これま

で未調査だった桜ケ丘キャンパスの運動場で弥生時代の遺物包含層が良好な状態で残り，遺

構が存在していることが判明しました。

その他として，埋蔵文化財調査室の要項と受像贈図書のリストを掲載しました。また付

編として，郡元キャンパスの遺跡群における自然科学分析結果を報告しています。この分

析結果からは，放射性炭素年代測定により古墳時代の住居跡の実年代が，プラント・オパ

ール分析の結果からは3章に掲載している弥生時代中期以前の層が水田であることがわか

ってきました。

最後にあたり，埋蔵文化財調査室スタッフには，精力的な調査ならびに研究により本事

業が支えられていること，ならびにこのように立派な年報が出版されましたことに関して，

感謝の意を表したいと存じます。

平成15年2月

鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会

委員長辻尾昇三
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1本年報は鹿児島大学構内において，鹿児島大

学埋蔵文化財調査室力平成13年度に行った調査

活動の成果をまとめたものである。なお、付編

として平成13年度に古環境研究所に依頼した自

然科学分析結果報告を掲載している。

2本書に掲載している発掘調査及び立会調査

は，鹿児島大学埋蔵文化財調査室が担当した。

個々の調査担当者は各章の調査報告に記述し

た。調査における図面・写真の担当は以下のと

おりである。

2：中村直子・寒川朋枝・王力明・鎌田浩平，

3：寒川朋枝，4：新里貴之・中村・寒川

3本書の作成にあたっては，埋蔵文化財調査室

が行った。遺物の実測の担当は以下の通りであ

る。

2：寒川・王・中村，3：寒川，4：新里

製図は中村・新里・寒川が担当した。写真撮影

は中村・新里が行った。

執筆はi:中村,2:中村,3:寒川・中村，

4：新里が行った。編集は中村が行った。

4付編掲載の出土遺物に関しては，橋本達也

氏・本田道輝氏・渡辺芳郎氏（鹿児島大学）の

ご教授を賜った。また，石器の石材に関して

は，大塚裕之氏（鹿児島大学）のご教授を賜っ

た。

5発掘調査による遺物の保管は，埋蔵文化財調

査室の管理の下，各学部，部局が収蔵してい

る。また，図面・写真などの資料は埋蔵文化財

調査室に保管している。

凡例

l昭和60年6月1日の埋蔵文化財調査室の設置

を機として，鹿児島大学構内におけるこれから

の埋蔵文化財調査に便であるように鹿児島大学

構内座標を郡元団地と桜ヶ丘団地（旧宇宿団

地）とに設定した。その設置基準は以下のよう

である。

(1)郡元団地では，国土座標第2座標系(X=

-158.200,Y=-42.400)を基点として一辺50

mの方形地区割りを行った(Fig.3参照)。

（2）桜ケ丘団地では，国士座標第2座標系

(X=-161.600,Y=-44.400)を基点として一

辺50mの方形地区割りを行った。

2本年報において報告を行った調査地点につい

ては,Fig.3にその位置を記している。

3本年報におけるレベル高はすべて海抜を表

し，方位は真北方向を示す。

4本書で使用した遺構の表示記号は以下の通り

である。

sk:土壊状遺構sd:溝状遺構p:ピット

52．付編で使用した土層の色調は「新版標準

土色帖」（農林水産技術会議事務局監修）を使

用した。

6遺物については観察表を作成した。その表

記，表現については以下の通りである。

色調：「新版標準土色帖』（農林水産技術会議

事務局監修）を使用し，この色調に当てはまら

ないものについては，「～に類似」と表記した。

胎土:砂粒の種類については，特定できないも

のはその色調で表記した。粒子の大きさは喋

（～Smrn),粗砂粒，砂粒，細砂粒に分けた。胎

土中の砂粒の多さについては，便宜的にl～5の

5段階に分けたo5:15%以上,4:10%前後，

3：5%前後,2:i%前後,i:1%以下とした。

法量：復原による法量は，（）をつけた。

7本文中の遺物番号は，挿図，図版，遺物観察

表と一致させた。
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1平成13年度の調査概要

l平成13年度(2001年4月～2002年3月)の調査概要

1.1鹿児島大学構内遺跡の立地と環境

鹿児島大学構内遺跡が所在する鹿児島市は，薩摩半

島の北東部に位置する。東側には鹿児島湾（錦江湾）が

広がり，他の三方は姶良カルデラに由来するシラス台

地に囲まれている。本書に掲載する調査地点は，鹿児

島大学柵内の郡元団地と桜ヶ丘団地で，それぞれを，鹿

児島大学構内遺跡郡元団地，同桜ヶ丘団地と呼んでい

る。郡元団地は沖積平野の南端部付近に位置し，標高

約7mを測る。従来から周知の遺跡として知られてお0,

校舎などの建設に伴う事前の発掘調査も多く行われてい

る。昭和59年までは字名などが遺跡の名称として用い

られており，県立医大遺跡，付属中学校敷地内遺跡，釘

田遺跡，水町遺跡も郡元団地内の遺跡である1)付近に

は弥生時代の住居が検出された一ノ宮遺跡2)がある。郡

元団地では古墳時代の住居跡群が多く発見され，現在

三つの住居群が把握できている。一つは郡元キャンパ

スのほぼ中央部，もう一つは南西部で，いずれも微高地

上に形成されている。中央に位置する住居群のすぐ北

側には河川が確認されている。河川の中からは弥生時

代から古墳時代にかけての木製品や木杭が出土してい

る。平成9年度の工学部における調査では，弥生時代

の水田跡が検出されている。古墳時代の水田跡は現在

のところ，構内ではまだ発見されていないが，古墳時代

の包含層中には多量のイネ・プラント・オパールが含ま

れており3)，稲作が継続的に行われていたことがわか

る。桜ヶ丘団地は郡元団地から南に約2.5kmの亀ケ原

台地上に位置し，標高約70mを測る。昭和60年に埋蔵

文化財調査室が設置されてからは，「鹿児島大学構内遺

I

幕美
『
。

0

瞳堪
○ノ

Fig.1鹿児島市の位冠

跡宇宿団地」と呼称したが，キャンパス名の変更に伴

い，桜ヶ丘団地と呼んでいる。付近の台地上には，旧石

器時代から縄文時代早期にかけての遺跡が点在してお

り，桜ヶ丘団地でも同様の時期の遺物が出土している。

また，縄文時代早期，弥生時代前期の住居跡も確認さ

れている。

1.2調査概要(Tab.1)

平成13年度は，前年度から継続した調査も含めて，

発掘調査3件,試掘調査1件,立会調査9件を行った。こ

のうち,2001-1と2001-3,立会調査の調査報告につい

ては本年報に掲載している。

郡元団地では，2001-2.Bにおいて古墳時代後半期

の住居跡群を検出し，そこから多くの遺物が出土した。

また，2001－1．2において，これまで遺構がはっきり

しなかった弥生時代中期の遺構が確認でき，また，古

墳時代後半期遺物包含層との明確な層位的な新旧関係

を把握することができた。弥生時代中期の遺物は，郡

元団地内にてよく出土していたのだが，古墳時代後半

期の遺物包含層に混在していることが多く，それは古

墳時代後半期の住居跡によって弥生時代中期の包含層

が撹乱されたためと推定してきたが，この2つの調査

によって，弥生時代中期単独の遺物包含層を確認でき

たことは，大きな成果であった。

また,2001-3の試掘調査によって，弥生時代中期も

しくはそれ以前の水田跡と考えられる層を確認できた。

2001-3と2001-2の場所は近接しており，弥生時代中期

前半における居住エリアと生産エリアの関係を把握する

良好な遺構となった。

桜ヶ丘団地では，平成12年度から継続して2000-2

の調査を行ったが，約11000年前に噴出した薩摩火山

灰層の下層から陥し穴を4基確認した。後期旧石器～

縄文時代草創期の時期にあたるものと考えられる。こ

の成果を一般市民に公開するため，6月23日に遺跡説

明会を行い，約50名の参加者が集まった。

また，古墳時代や弥生時代の遺物および弥生時代の

遺構が2001-Cにおいて確認できた。弥生時代の遺構お

よび遺物は桜ヶ丘団地の北東部において検出されていた

が，北西部にあたる2001-Cでは当時の包含層や遺構が

より良好に残存していることが確認できた。

ノ



1平成13年度の調査概要

Tab.1平成13年度調査一覧

週謙種類 備考期間事業名地区

後期旧石器～縄文時代草創期陥
し穴遺構4基、遺跡説明会実施

弥生時代中期溝状遺構、ピット

群、古墳時代遺物,本書2章に報

告掲載

古墳時代住居跡群、溝跡、弥生

時代住居跡

弥生時代～近世の遺物包含層、

本書3章に報告掲載

2000-2発掘調査桜ケ丘団地il．I-保健学科校舎建設
8.9

2001-1発掘調査郡元団地M-N-4サークル棟建設
・5区

2001年2月5日～7月20日

2001年9月20日～11月5

日

2001-2発掘調査郡元団地J-7-8理学部改修地
区

2001-3試掘調査郡元団地K-9区総合研究棟II建設予定地

2002年3月11日～

（9月13日）

2002年3月13～19日

情報ネットワーク設備工率2001年6月11日2001-A立会調査郡元団地I-J-12
・13区

2001-B立会調査郡元団地J･K-3
・4区

2001-C立会調査桜ケ丘団地11-8

区

総合研究棟新営その他電気設備2001年8月6日～24日，9古墳時代の住居跡検出,古墳時代
工事 月3日の土器

医学部RI施設配管工事2001年8月20日弥生時代の住居跡検出,弥生土器

医学部保健学科新営その他工事2001年8月22.23日2001-D立会調査桜ケ丘団地1-9

．K-8区

2001-E立会調査郡元団地H-6区 農学部保存樹林内掘削（学祭時2001年11月9日
のゴミ穴）

課外活動施設新営機械設備工事2001年11月28
日・’2月22.23

日・2002年1月10

日・2月22日

教育学部幹線並木整備工事2002年1月10日・2月5

~17日

理学部支障樹木移植等工事2002年3月22.23.25.26
・29日

001-F立会調査郡元団地M－4．5

区
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1)松永幸男1986｢第Ⅱ章鹿児島大学構内遺跡の位置と環境」

「鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報」I鹿児島大学埋蔵文

化財調査室

2)河口貞徳1951｢一の宮辿蹴報告｣｢考古学雑誌｣第37巻第4号

日本考古学会

3)郡元団地L-6区(中央図書館:未報告）によるプラント・オ

パール定逓分析の結果などによる

2



1平成13年度の調査概要

Fig.2鹿児島大学構内遺跡の位置(5=1/50000)
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1平成13年度の調査概要
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1平成13年度の調査概要
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2郡元団地M・N－4．5区(サークル棟建設地)における発掘調査報告

2郡元団地M・N－4．5区(サークル棟建設地)における発掘調査報告

2.3調査の経過

調査は平成13年9月25日～li月4日の期間に実施

した。建物の基礎部分とそれをつなぐ梁部分のみの掘

削工事を行う予定であったため，調査もその部分のみ

行った(Fig.6)。

調査区内の北側には，木造校舎とプレハブがあり，そ

の撤去に10月中旬までかかったため，最初に南側部分

から先に調査を行い(PL.1).木造校舎等が撤去された

10月12日以降に残りの部分の調査を行った。

なお，基礎部分の工事掘削深度は90cmであったため，

調査は地表下100cmまでとした。ただし，それ以上の

レベルで検出された遺榊についてはすべて掘り下げて調

査を行った。基礎部分をそれぞれ,1～22トレンチと

し，それぞれをつなぐ梁の部分をa－bトレンチ(1h

レンチと2トレンチのI.".lは1-2トレンチ）と呼称した。

基本土層については，1層から5層までを確認した。

しかし，南東部は掘削が地表下1．5～2mにまで及ん

でおり，プライマリーな層は残っていなかった。

掘削は層ごとに行ったが，2～4層で遺構や遡物力珊

認できたので，それぞれの測量・写真撮影などを行っ

た。全体的に掘削は("cmまでで留めたが，それ以下の

層の確認のため.10トレンチの一部を地表下ccmまで

深掘りした。掘削作業が終了した後は，土層の測戯・

写真撮影・観察などを行った後，調査を終了した。

2.1調査にいたる経過

鹿児島大学では，郡元団地内にサークル棟の建設が

計画され，教育学部プール西側がその予定地とされた。

本調査区東側では，平成5年度にプール建設に伴う試

掘調査を行ったが，その結果，プール建設地では地表

下1.5mまでは客土などの表土であることがわかってい

た。しかし1.nn以下には逝物包含層が残存している可

能性があったため，本地点においても埋蔵文化財が包

蔵されていることが推定された。

工事における掘削深度が90cmの予定であったため，

それ以上のレベルに遺物包含層が存在しているかどうか

を確認するため，平成13年8月1日に重機による試掘

調査を行った。建設予定地に4か所のトレンチ（黒い

四角部分）を設定し(Fig.5),層を確認したところ，建

設地の西側半分で埋蔵文化財に影響があることがわかっ

たため，その部分について事前の発掘調査を行うこと

になった(Fig.5)o

三二コ

’
体
育
館

調査区

|同
2.4層位(Fig.2)

層位はl～5層までを確認した。このうち，4層は

'la-4b-4c層と3つに細分できた。いずれも整合的に堆

積しているが，南東部は撹乱が深くまで及んでいて，プ

ライマリーな恥が残っていない部分も多かった。

1層表土。コンクリートや瓦喋を含むo2～5畷土

がブロックもしくは混在した土層となって堆械してい

る部分もある。大規模な掘削の後，掘削した土をま

た埋め戻しているようである。

一
一

Fig.5調査区と試掘トレンチ位置図
あみかけ部は建設予定地のうち，調査不要と判断した。

2.2調査の体制

発掘調査は以下の体制で行った。

調査主体者鹿児島大学埋蔵文化財調査室

室長新田栄治

調査担当鹿児島大学埋蔵文化財調査室

室員中村直子・寒川朋枝・王力明

調査作業員安倍松伊都子・石谷喜恵子・石谷美智

子・岩戸トシ子・裳谷ミエ子・上床久美子・坂口ミ

エ子・寺光ミツ子・新海ミチ子・末吉サチ子・末吉

佐知子・瀬戸口論・薗|Ⅱ裕子・谷口スズ子・谷口ノ

リ・谷口ミヤ子・粒崎幸蔵・中原清一・中原マス

子・中原チエ・名越ヒデ子・新原和子・野下月雄・

増満ミエ子・松下郁美・松下I､ミエ・盛満アイ子・

矢住純子・柳田ノリ子・吉永幸子・脇カツ子・脇タ

ミ子・脇ツルエ・脇綴俊子・脇藤雄・鎌田浩平 PL.1調査区南側1～8トレンチ）
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2郡元団地M・N-4．5区(サークル棟建設地)における発掘調査報告
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2郡元団地M・N-4．5区(サークル棟建設地)における発掘調査報告
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2郡元団地M・N－4．5区(サークル棟建設地)における発掘調査報告

2層褐灰色7.5Ⅷ4/1シルト質砂。

3層褐色7.5YR4/6シルト質砂。

4a層褐色7.5YR'l/3砂混じりシルト。

4b層黒褐色10YR2/2シルト。

4c層黒色7.5YR2/1砂質シルト。

5層砂層。

このうち，遺構・遺物が確認できたのは.1～4層ま

でである。

静．色：
色が

W笹

戸も‐

”鴬
=-わ 聯繋針

ー

b

霊
罰
刊

聯
厳

認
誕

玉
ｄ
一
・

３
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一・ざ譲蕊2，
PL.6SK2完掘状況 PL.7SK2埋土断面

に類似しているo

SK3

5層上面でSK3を検出した。調査区中央部やや北より

の14-20トレンチに位憧し，東側半分は撹乱に壊され

ている。残存部で長さ108cm,最深部は検出面から約

30cmを測る。埋土は2層に細分される。埋土②は,5cm

ほどの厚さで土職の側面に沿って，その内側に埋土①

が堆積している。
、

2.5遺構

遺櫛は，3層中および4c層上面で確認したo3層で

はSKIを.4c層上面では満状遺構のSD1とピッl､lo基

を検出した。以下，遺椛ごとに説明を加える。

SKI

調査区南側の9トレンチで検出した。検出屑は3層

中だが，埋土が2層土に類似していることなどから，本

来は3層上面から掘り込まれていたものと考えられる。

南側は調査区外に，東側は撹乱

にかかっており，全形はわから

ない。残存部から，平面形は径

1mほどの円形を呈すると推定

できる。深さは最深部で13cm

と浅い。底面は緩やかなレンズ

状を呈し，立ち上がりはほぼ直

立している。

P､＝
、

0 50cm

A三↑L鼠”
Fig.8SKI(S=1/30)

0 50cm

A
－

A

秘副,』夏:”
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昼霊鷺罰
”＆手〆

画咽
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雫凸寺
SK2

4c層上面で検出した。調

査区北側の20トレンチに位

置する。西側は一部撹乱の

ために壊されている。ほぼ楕

円形で長径86cm.短径49

cm(残存部のみ）を測る。北

側に段を有し，南側はピット

状を呈する。最深部で51cm

の深さがある。埋土は，黒褐

色10YR2/2シルトでlb層土

SDI

調査区北西部にSDIは位置

するo5層上面の19トレンチ

と14I､レンチで検出した。北

西-南東方向を向いている。

"iti50～60cm,深さ約25cm
で，横断面形は底面が平坦で

台形状を呈する。埋土は5つ

に分曜でき，レンズ状に落ち

込んで堆積している。遡物は

出土していない。

電

RF

／

_込

AIA

5.5m

q

■

詞

Fig.9SK2(S=1/30) PL.9SDI検出状況
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2郡元団地M・N－4．5区(サークル棟建設地)における発掘調査報告
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Fig.12SDI埋土断面

PL.11SDI完掘状況(19トレンチ付近）

32.0

ピット群

調査灰全域にピットを検出した。検出面は5層上面

で埋土はほとんど4c層土に類似しているが，明らかな

配列が認められるようなものはない。SDIを切っている

ものもある。出土遺物はない。深さは，5～40cmとば

らつきがある。埋土はほとんどが検出面直上の4ch'/i

に類似している。
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2.6出土遺物

総出土遺物数は490点であった。実測可能なものは，

Fig.12～16に図示し.Tab.3～5に観察表を提示し
た。
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2郡元団地M・N－4．5区(サークル棟建設地)における発掘調査報告
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2郡元団地M・N－4．5区(サークル棟建設地)における発掘調査報告
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PL.1516接合痕拡大

ナデによって窪ませる形態を呈するo1は頚部に続く

部分が接合部で欠損しているo4は大型のものである。

5．10は山ノロ式の口縁部であるo10は3条突帯を施

し，シヤープなつくりの胴部上半部である。口縁部の接

合線が外面と内面に認められる。6は口唇部と口縁部

内面が欠損しているため，型式は不明だが口縁部の立

ち上がりから入来Ⅱ式に比定できそうである。7は口縁

部上面が剥落しており，口唇部形態が不明だが，口唇

部を丸く仕上げ，上面が少し窪むものと推定できる。小

さな刻みをもつ刻み目突帯が1条施されている。8．

9は端部は丸く，上面は少し窪むもので黒髪式の系統

のものと考えられる。8は少し粗雑なつくりで，9は内

面が一部欠損している。

11～14は弥生時代後期から古墳時代前期の範鴫に入

る蕊の口縁部である。ゆるく〈の字状に外反する形態

PL.16S(21～28左：外面､右：内面）

出土遺物の種類は，弥生土器，古墳時代の土器，須恵

器，土師器，陶器，磁器，石雛，土錘，擦り石で弥生時

代中期から近代までの時期の遡物が散布していた。弥

生。古墳時代の土器には，蕊・壷・高杯・州･の器種が見

られる。以下，実測できるものを図示し，説明をする。

Wig.12)

l～4は入来Ⅱ式の譜の口縁部である。口唇部をヨコ
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2郡元団地M・N-4．5区(サークル棟建設地)における発掘調査報告

Tab､3遺物観察表(1)

胎士

叱周種別器種部位 色飼
混和材

14c弥生喪口縁郁内外面・器肉：褐色7.5YR4/3．粗砂：半透明粒・金色の雲母．細砂：半透明
粒・白色粒・肌色粒・金色の雲母．

24c弥生喪口縁郎内外面・器肉：にぶい褐磯：白色粒．粗砂：白色粒・石英・赤色
色7.5YR5/4．粒・黒色粒・金色の霊母．絹砂：白色粒・肌

色粒・赤色粒・金色の雲母．

34c弥生喪口縁部外面：笹色7.5YR6/6．内面：にぷ粗砂：白色粒・石英．細砂：白色粒・肌色
い柾色7.5YR6/4．器肉：にぶい黄粒・赤色粒．
樋色lOYR6/4．

41弥生現口縁部外面：にぶい概色7.5YR6/4．内磯：軽石・白色粒・鼎色粒．粗砂：白色
面：樋色7.5YR6/6．器肉：灰禍粒・石英・赤色粒・黒色粒・角閃石．細砂：
色7.5YR5/2．白色粒・瓜色粒・赤色粒．

54b弥生喪口縁部外面：褐色7.5YR4/3．内面：にぷ磯：白色粒．籾砂：赤色粒・金色の雲母。白
い褐色7.5YR5/4．器肉：にぶい褐色粒・赤色粒・胤色粒．細砂粒：白色
色7.5YR5/4粒・黒色粒・赤色粒・金色の霊母．

61弥生翌口縁部外面：にぶい褐色7.5鰍5/‘1．内粗砂：白色粒・赤色粒．細砂：白色粒・鼎色
土器面・器肉：鉄分付藩のため不明粒・赤色粒・金色の霊母．

74b弥生聾口縁部外面：概色7.5YR6/6.内面：樋細砂：白色粒・透明粒・黒色粒・赤色粒．
土器 色 2 .5YR7/6

84b弥生翌口縁部外面：灰褐色7.5YR5/2内面：鉄粗砂g白色粒・恥色粒．細砂：白色粒・鼎色
土器分付軒のため不明．器肉：にぶい粒．

褐色7.5Ⅷ6/3．

94b弥生竪口縁部上面：灰黄褐色lOYR6/2．外面は鉄粗砂：白色粒・鼎色粒・赤色粒・角閃石．細
土器分 付符砂：黒色粒・白色粒．

lO4b－弥生喪口緑部内外面：にぶい褐色7.5YR5/4．器粗砂：金色の霊母・石英・軽石．細砂：白色
、4c土器肉：にぶい褐色7.5YR5/4粒・黒色粒・金色の雲母．

111弥生夷口縁部外面・内面：にぶい褐色7.5源5/4．軽石磯.粗砂：白色粒・黒色粒・角閃石．細
土器器肉：鼎褐色2.5Y3/1．砂：黒色粒・白色粒．

l24b弥生翌口縁部外面：ススのため黒色10Ⅷ2/1，内粗砂：白色粒・透明粒．軽石．細砂：白色
土器面：灰黄褐色l0YR6/2．粒・黒色粒．

13不弥生喪口縁部にぶい黄栂色lOYR7/3．粗砂：白色粒．細砂；白色粒・黒色粒．
明土器

l44b弥生夷口縁部外面：にぶい褐色7.51R・内面上粗砂：白色粒．粗砂：白色粒.細砂：白色
土器部：灰黄色2.5Y6/2．内面下部：灰粒・黒色粒・赤色粒．

褐色7.5Ⅷ6/2．器肉：黄灰

色2.5Y5/1．

154b弥生喪底部付外面：にぶい黄橿色l0YR7/3．内砂粒・細砂粒：白色粒．黒色粒・石英．
か古近面：にぶ い 黄 檀 色 l O Y R 6 / 3 ． 器 肉 ：

墳明赤褐色2.5Ⅷ5/6．

164b弥生要底部付外面：にぶい橿色5YR6/4．内面：磯：軽石.粗砂～細砂：白色粒・黒色粒・石

か古近にぶい黄褐色lOYR5/3．器肉：にぷ英．

境い褐色7.5Ⅷ5/4

174用弥生喪底部付磯～細砂粒，白色粒・鼎色粒・軽石・角閃
上か古近石・石英．

面 填

181喪底部付外面：にぶい黄樋色lOYR6/3．内粗砂：白色粒・肌色粒．角閃石．細砂：白色
近面 ・器 肉： 鉄分 付君 のた め不 明粒 ・黒 色粒．

194b喪底師付外面：にぶい赤褐色5Ⅷ5/4．内細砂：白色粒・無色粒・赤色粒．

近面：にぶい概色5YR6/4．器肉：に

ぶい赤褐色5YR5/4．

201聾胴部下外面：にぶい黄椎色l0YR7/2．内磯：白色粒・胤咽石．粗砂：白色粒・角閃

半～底面：にぶい黄樋色lOYR7/3．器肉：石・黒色粒．細砂：白色粒・鼎色粒．
部禍灰色lOYR6/1．

214b喪胴部下外面：にぶい褐色7.5Ⅷ5/4．内磯：軽石・白色粒．粗砂：白色粒．肌色
半～底面：にぶい橿色7.5YR6/4．器肉：粒・角閃石・石英．細砂：白色粒・肌色粒．

部にぷい黄栂色l0YR7/2

22．lb－喪底部外面：にぶい黄樋色lOYR6/3．内粗砂：白色粒・軽石．細砂：白色粒・無色

、3面：にぶい橿色l0YR6/4．器肉：に粒・金色の雲母．

ぷい赤褐色5YR5/4

23牝喪底部外面：にぶい柾色7.5YR7/3．内粗砂：肌曜石・石英・白色粒．細砂：白色

面：にぶい黄侭色l0YR7/‘1．器肉：粒・照色粒・赤色粒．
にぶい柾色5YR6/4．

241翌底部内外面・器肉：にぶい赤禍粗砂：白色粒・肌色粒・角閃石．細砂：照色
色2.5YR5/4．粒・白色粒 ．

254奥底部外面：にぶい黄橿色lOYR7/3．内粗砂：白色粒・肌色粒・角閃石．細砂：白色
闇面・器肉：鉄分付着のため不明粒・黒色粒・赤色粒．
上

面

264b喪底部外面：にぶい褐色7.5YR5/4．内細砂：白色粒・肌色粒・金色の契母．
面・器肉：鉄分付藩の為不明

274b翌底部外面：にぶい赤褐色5YR5/‘1，煤付着藻：赤色粒．粗砂：白色粒．細砂：白色
部灰黄褐色10YR6/2．内面：にぷ粒・黒色粒・赤色粒．
い褐色7.5Ⅷ5/4．鶏肉：褐灰

色7.5YR4/1．

284b尭底部外面：にぶい黄樋色l0YR6/3．内願：白色粒．粗砂：白色粒．細砂：白色
面：にぶい黄樋色lOYR7/3．器肉：粒・黒色粒．
にぶい概色7.5YR6/4

砂粒の

多さ

岡整 偏考

4内外面：ヨコナデ．

4内外面：ヨコナデ．

接合痕で欠損．

外面スス付務

3内外面：ヨコナデ

3

4

4

3

2

3

2

3

3

4

3

3

3

3

3

4

3

3

2

3

2

外面：ヨコナデ．内

面：接合線をユピオサエ

内外面：ヨコナデ内

面：ユビオサエ．

外面：ヨコナデ．内

面：ヨコナデ.ユビオサ

エ痕有り

磨滅のため不明．

ナデ,内面：ユビオサ
エ

外面：ヨコナデ．

外面：ヨコナデ,内面：
ナデ．

ハケ？一・ヨコナデ．

ヨコナデ．

入来Ⅱ式，

入来Ⅱ式．外面にや

やスス付蕃．

口唇部を欠禍．

磨滅している,口縁

部上面炎面剥落．

磨滅している．

癖減している．口縁

部内面蝋部欠損．

口径（）．口縁部

外面に接合痕あり．

外面スス付肴．

外面スス付埼．

ハケ（外面｜）（内面外面スス付埼．

、）→ナデ．

ヨコナデ，外面にユビオ外面スス付埼．

サエ．

外面：ナデ．内面：ハ
ケ？一・ナデ．

ナデ？

外面・体部内面：ハケ→

ナデ．脚台内面：ナデ．

副粧不明

内面：底部にハケ打ち込

み痕あり脚内面：ユビ
ナデ

外面：ナデ.内面：ハ

ケ？→ナデ．

外面：ユビオサエのちヨ

コナデ

ナデ？．

磨滅のため不明．

ナデ？．

外面：ハケ（--）一・ナ

デ．内面：ハケ（／）

-→ナデ．

内外面：ヨコナデ

外面蝋部：ヨコナデ．

他：ナデ．

外面：ヨコナデ.内面：

ハケ（／）一・ナデ．

外面に粘土接合痕あ
り．

脚部は接合部より欠

損，接合面に接若を

強化するための刻み

あり．

脚部の一部が接合部

より剥藩

外面脚台接合部に接

合線あり．

脚部の一部が接合部

より剥落

接合部より剥落した

脚部

接合部より剥落した

脚部

接合部で欠仙．
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2郡元団地M・N－4．5区(サークル棟建設地)における発掘調査報告
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Fig.13出土遺物(2)(S=1/3)

した後，輪状の脚台を外側に貼り付ける制作方法であ

ったことがわかる。16は接合部に接合を補強するため

の刻みを巡らしている。20．21は底部付近の破片で，

脚台は低い。22～24は脚部の破片で，体部との接合部

で欠損している。いずれも低めの脚部である。25～28

が特徴である。いずれも，口唇部はヨコナデによって仕

上げるため，平坦または窪んでいるo11には外面に1

条刻み目突帯が施されている。

15～28は蕊の底部付近の破片である。15～19は脚

部は欠損している。これらから，バケツ型の体部を作成
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2郡元団地M・N－4．5区(サークル棟建設地)における発掘調査報告

Tab.4出土遺物観察表2

胎土

恥層種別器種部位 色澗 砂粒の多
さ

澗盤 附考
混和材

29‘l弥生壷口縁部外而：にぶい黄燈色lOYROA).内雛：白色粒・赤色粒．粗砂：白色粒・鼎色3
而：にぶい黄燈色10YR7/:i.器肉：‘粒・赤色粒・石英．細砂：白色粒・無色
灰色5Y4/1．粒・赤色粒．

30‘1b壷口縁部藤：軽石．粗砂：白色粒・石英．細砂：白色3
粒・黒色粒．

311口縁部外而：浅黄燈色10VR8/3.内而：鉄粗砂：白色粒・肌色粒・石英．細砂：鼎色4
分付藩．器肉：黄褐色10YHG/2．粒・白色粒・赤色粒．

324b弥生壷屑部～外而・内而：にぶい慨色7.6YR6/4.m:軽石．砂粒・細砂粒：白色粒・黒色3
胴部器肉：黄灰色2.5Y5/1.粒・石英．

334弥生壷底部外面：にぶい黄燈色10YR6/4.内磯：軽石．柵砂：白色粒・黒色粒．細砂23
面：にぶい侭色7.5YR6/.).器肉：灰白色粒・黒色粒・角閃石．
歯褐色10Ⅷ6/2．

剖如 壷底部外而：にぶい赤褐色5YR5/4．内際：白色粒．棚砂：白色粒・石英・鼎色3
面・器肉：鉄分付蒲のため不明粒・角閃石．細砂：白色粒・黒色粒．

351壷底部外而；にぶい黄樋色10YiifiAl.内而／粗砂：白色粒・赤色粒・黒色粒・角閃石．細3
器肉：灰黄褐色10YR6/2.砂：白色粒・鼎色粒・赤色粒．

36‘1b壷底部にぶい褐色7．5Y5/4～にぶい黄禍粗砂～細砂粒：白色粒・黒色粒・石英．3
色lOYR5/‘1．

371弥生要胴部突外而：灰褐色7.5YR-1/2.内而gにぶ粗砂：白色粒・金色の裳母・黒色粒・石3
帯い褐色7.5YR5/3.器肉：にぶい黄燈英・軽石．細砂：白色粒・黒色粒・金色の霊

色10YR6/3.母．

381弥生窺胴部突外面：にぶい褐色7.5YR5/4．内粗砂：白色粒・金色の雲母・黒色粒・石英．3
怖面・器肉：にぶい褐色7.5YR6/4．細砂：赤色粒・白色粒・黒色粒・金色の製母．

394b弥生蕊胴部突外面：にぶい赤褐色,5YKr.-1.内而：柾砂：白色粒・角r'i石・金色の雲母・維石．4
緋褐色7.5YR4/4.器肉：佃細砂：白色粒・蝋色粒・赤色粒・金色の誕母．

色7.5YR4/4．

401弥生謹胴部突外面・器肉：にぶい黄褐色10YR5/3.組砂：白色粒・金色の雲母・黒色粒．細砂：3
幣内而：にぶい褐色7.5YR51.白色粒・黒色粒・金色の雲母．

411弥生狸胴部突外面；褐色7.5YR4/3.内而：にぶい粗砂：白色位・金色の雲母・軽石．細砂：白3
締褐色7.5YR5;4.器肉内側：灰黄禍色粒・黒色粒・金色の雲母．

色10YR5/2．器肉外側：にぶい褐
色7.5YR5/4．

421胴部突外而：にぶい黄櫨色lOYR6A内粗砂：無色粒・角:-i石．細砂：角閃石・鼎色4
梢而：洩黄樋色10YR8/1.器肉；灰蛍粒・赤色粒．

褐色l0YR6/2．

431胴部突外而：にぶい燈色7.5YR7/3.内雛：白色粒．撒砂；白色粒・赤色粒．細砂83
帯面・器肉：にぶい燈色7.5Yi(6/‘1．白色粒・黒色粒・赤色粒・金色の雲母．

444b弥蔓胴部突外而・器肉：にぶい渦色7.5YR51.粗砂：白色粒・金色の雲母･細砂：透明‘1
生？裕内而：にぶい褐色7.5YR5/3.粒・白色粒・無色粒・金色の雲母．

45‘11）獲胴部突内外而：笹色5YR6/6．器肉：澱灰粗砂：白色粒・石英．黒色粒．赤色粒．細3
排色2.5YRjl/1．砂：白色粒・鼎色粒・赤色粒．赤色粒．

46‘I猟？胴部突外而：灰褐色7.5YR5::.内而：にぶ粗砂：白色粒・赤色粒．石英．細砂：白色3
帯い催色7.5YR6/4.器肉：褐灰粒・黒色粒･

色10Ⅷ5/1．

471弥生喪胴部突外面：にぶい褐色7.5YR5M.内面：磯：軽石．細砂：白色粒・透明粒・黒色3
描にぶい柾色5YR6/4．器肉：明禍灰粒・赤色粒．

色7.5YR7/2

48‘1b弥生聾？胴部突外而：にぶい黄侭色lOYR6/‘1．剥蒋残：軽石．Ⅷ砂：白色粒．細砂：白色粒．Mル3
排のため不明．色粒．

jl94b弥生商杯杯部外而：にぶい黄色,2.5Y6/:t．内而：粗砂：白色粒・石英・鼎蝋石．細砂：白色3
か古鼎褐色2.5V3/1．器肉：黄灰粒・黒色粒．

喰色2.5Y‘1/1．

504b古蛎財底部外而：にぶい黄燈色10YR7/3.外而細砂：黒色粒．白色粒．角閃石．2
赤色塗布部分：にぶい赤褐
色5YR5/4．内面＄褐灰色lOYR5/1．

外面オハケ()→ナロ径()cm.
デ.内而：ナデ．

ナデ．

調鞭不明

外而：突ｲ"u付近はヨコナ内而接合線あり
デ，他はナデ．内面；ナ
デ．

ナデ．

■
４

面
．
デ

外
デ
ナ

ハケ()一ナ

内而：ナデ．

繊維状の工具によるナ

デ，非柑に柾雑．

外面；ヨコナデ．内
而：ハケ（－）→ナデ．

内外面スス付粁

外而：ヨコナデ

外而：ヨコナデ．内

而：ナデ

内
挿
内
・

’
一
・
デ

デ
ｊ
デ
ナ

ナ
ー
ナ
の

．
く
コ
向

ヨ
ケ
ョ
方

：
ハ
・
・
横

面
・
・
而
・
・

外
面
外
面

外面スス付糠

外面スス付箭

ナデ

ナデ

外面：ヨコナデ．内面

ナデ．

外而：ヨコヅーデも内面
ナデ．

外面．：ヨコナデ．内
而：ナデ．

外面スス付輔

ナデ？ 磨滅している

外面：ヨコナデ．外面スス付粉

外面：ヨコナデ．内面

ハケ（－）一・ナデ．

外而：ナデ？、内而：横外面・底而赤色顔
方向のナデ．料塗布．
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2郡元団地M・N－4．5区(サークル棟建設地)における発掘調査報告

亀
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56
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PL.18突帯(37～48）・高杯(49)-m(50)
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蝿
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剣
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、一三七二壱ジ3
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尖際一アー一層‘
I

5956

△』
=弓-J－

一
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PL.19土師器(51～53)・陶磁器(54～59上：外面、

下：内面

59

０６

門
Ⅶ
⑥

－〔匙

磯
P̂L.20土鍾(60)

56

10cm0
ー｡ 令一

Fig.14出土遺物(3)(S=l/3)

Tab.5出土遺物観察表3

胎土
柵盤

恥層驚器種部位 備考色調 砂粒の

多さ
混和材

内面・器肉：浅蛍柾色7.5YR8/4．
外而：慨色5YR6/6．

内外面：鉄分付薪のため不明．器
肉：催色7.5YR6/6．

外面：洩黄樋色l0YR8/3．内面・器
肉：灰白色lOYR8/2．

内外面施紬部分；黒色7.5YR2/1．
無紬部分：灰褐色7.5YR4/2．

外面施紬部分:7.5Y3/1オリーブ黒．
無紬部・器肉：灰褐色5YR4/2．

内外面施紬部分：鯉褐色2.5Y3/2

無紬部分：にぶい赤褐色2.5Ⅷ4/3．
器肉：明赤褐色2.5YR5/6．

施紬部分：灰白色I0Y7/1.呉須：

緑灰色10G5/1．磁胎：灰白色N8/・

施紬部分：灰黄色2.5Y7/2.呉須：
群青色．磁胎：灰白色5Y8/1．

施紬部分：Iﾘl宵灰色5!iG7/l．呉
菰：聯青色．磁胎；灰白色N8/・

内外而：にぶい黄柾色10Ⅷ7/3．器
肉：明褐色7.5YR5/6．

粗砂 ： 赤 色 粒 ． 細 砂 ： 鼎 色 粒 ・ 白 色 粒 ． 2 ナ デ ？ ． 外 面 赤 色 顔 料 塗 布 ？

細砂：黒色粒.透明粒．1回帳ナデ．

粗砂：赤色粒．細砂：赤色粒・黒色粒．I外面・内而：回帳ナリ瀧滅している．
デ．底而：ヘラきり

→ナデ．

砂粒：白色粒．1施紬．回転ナデ？、

細砂：白色粒・透明粒・赤色粒．2口縁部上面：軸ふき
取り．他：施軸．回
転ナデ．

粗砂：白色粒．細砂：無色粒・白色粒．2口縁部上面：紬ふき
取り．他：施紬．回
転ナデ．

細砂粒：白色粒．l施紬．

細砂粒：黙色粒．1商台内而：無紬．施
軸部分賞入あり，

細砂粒：白色粒．l商台蝿部：軸ふき取
り，

細砂：白色粒・鼎色粒・赤色粒・石英・角閃3ナデ．
石．

部
部
部

底
底
底

杯
杯
杯

師
師
師

土
器
土
器
土
器

513

523

531

542陶器不明

551陶器鉢

口織

部？

口縁部

56 1 陶 器 鉢 ？ 口 縁部

571染付椀口縁部

581磁器皿？底部

591磁器碗底部

602士錘
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2郡元団地M・N－4．5区(サークル棟建設地)における発掘調査報告
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1
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Fig.16擦り石(S=l/3) PL.22擦り石(63)

は器壁も若干細く，長めの脚部である。

壷(Fig.1329～36)

29～31は口縁部の破片である。29は反りながら外

に開き，口唇部はヨコナデによって窪んでいる。頚部内

面は表面が剥落している。

32は胴部で，胴部最大径部分より上に1条の刻み目

突帯が施されている。内面には，粘土帯接合線が認め

られ，そこを押えたユビオサエの痕が残っている。33

～36は底部の破片であるo33．34は少し平底が残る

が，立ち上がりは明瞭ではない。35は底面が厚く丸み

を帯びている。36は，粗雑なつくりで，内外面ともに

あらい工具痕が認められる。

突帯(Fig.1337～48)

突帯が付いている胴部片で，器種が判然としなかっ

たものをここにまとめた。37～41は複数突帯の胴部片

である。断面三角形の突帯を2～3条施したものであ

る。42～48は1条突帯の胴部片である。42．44は突

帯直下で欠損しているので，あるいは複数突帯の一部

かもしれない。43は断面台形の低い突帯である。45～

48は刻目突帯である。刻目の断面は直線的であるため，

刻みに使用した工具はへう状の硬く直線的な工具だと考

えられる。

高杯(Fig.1349)

49は杯部の一部である。シャープに屈曲することか

ら，中津野式か東原式の大きく外反する口縁部形態を

｛ ／

62

63

PL.21石鑑左：表,右：裏

持つ高杯の破片だろうと推定できる。

i¥¥(Fig.1350)

50は州の底部である。外面には赤色顔料

が添付されている。内面は調整が粗雑で表

面の凹凸が著しい。

土師器(Fig.1451～53)

51は古代土師器杯の底部である。底面は

へう切りで，外反気味に立ち上がるo52は

高台の破片で，高台は，断面三角形状を呈

し，小さいo53は一見高台状の底部だが，

底面は平底で厚く，ヘラ切'’である。粗雑

な調整である。

陶磁器(Fig.1454～56)

54～56はいわゆる黒薩摩の破片である。54は口縁

部で，端部は丸く仕上げている。55．56は深鉢の口縁

部で，端部が太いL字状を呈する。口縁部上面は紬を

ふき取っている。57～59は染付けの破片である。57は

椀か皿の口縁部で，内湾気味に立ち上がる器形を呈す

る。58は削り出しの高台を持つ底部である。高台内面

は無"Illである。59は椀の底部である。

土錘(Fig.1460)

60は筒状の土錘だが，片方の端部が欠損している。

胴部の中ほどで膨らむ形状を呈する。

石鍬(Fig.1561．62)

61は打製石鎌である。黒曜石製で，基部がえぐれて

いる。また，その挟れた部分から基部の片方が欠損して

いる。残存部のみで0.93gを測るo62は磨製石鍍であ

る。下部は欠損しているため基部の形態は不明だが，扇

平で鏑はない。ホルンフェルス製で，現状で0.94gを

測る。

擦り石(Fig.16)

62は砂岩製で395gを測る。ひとつの面に平坦な擦り

面を持つものだが，擦り面は右側にゆるく低い段を有

している。段より左側は滑らかな平坦面だが，右側は表

面があれている。その袈面と側面には顕著な擦り面は

認められない。側面には，自然面と打ち欠いた面とがあ

るが，擦り面がその面の際までついていないことから，

この大きさで使用していたものと考えられる。

ﾉ7



2郡元団地M・N－4．5区(サークル棟建設地)における発掘調査報告

Tab､6層別遺物出土数 が弥生時代中期から古墳

弥生中期土器弥生後期～古填時土師器須恵器土器陶磁器石器土錘時代の包含層であるた
代の土器

め，この時期幅で考えた67118 10

521V>o
3338

5層上面で検出した遺
17

構は,SK3とSD1,それ61 6181

3162 からピットである。どの
2 4 8

遺構からも遺物は出土し

ていない。埋土が4C層

層
層
層
堀
噸
輔
層
剛
胆

１
２
３
４
４
４
４
Ｓ
Ｓ

に類似していることなど

から，弥生時代中期頃と推定できる。これらの遺構に

関連性があるかどうかは不明である。

遺物について

遺物は，弥生時代中期の入来式，山ノロ式，後期の

高付式，中津野式，古墳時代後半期の笹貫式の土器，土

師器，陶磁器，土錘，磨製石錐，打製石錐，擦り石が

出土している。ほとんど小片で，包含層中より散発的

に出土するため，近くで使用されていたものが廃棄さ

れ，流れ込んだと考えられる。

これらの遺物のうち，入来式・山ノロ式の土器片の

胎土に金色の雲母が混入しているものがある。中期の

土器片であると考えられるものの半分以上を占める。も

ともと，郡元団地内から出土する遺物には胎土に金色

の雲母が混入されているものは少ない。金色の雲母が

混入された土器はこの遺跡内では作っていないと仮定す

ると，本遺跡から出土する中期土器のほとんどが他地

域から持ち込まれた搬入品であるということになる。

また，山ノロ式は大隅半島と薩摩半島東部を中心と

して分布する土器様式だが，他の土器様式に比べて金

色の雲母が混入しているものが多い。「山ノロ式土器」

として，金色の雲母を混入することが重要な要素であ

ると，当時の人々に認識されていたとすれば，地元近く

で取れる砂粒や粘土にはない金色の雲母をわざわざ入手

して作成したということも考えられる。

詳細な胎土分析の必要があるだろうが，これが明ら

かになれば地域間交流や，日常の生活道具である土器

についての当時の人々の趣向性を知る上で，重要な資

料であるといえる。今後，この土器についての多角的な

胎土分析を行っていく予定である。

2．7まとめ

層について

本調査区では，近世から弥生時代中期までの遺物お

よび遺構を確認した。各層の遺物出土状況から2層は

近世，3層は古代，4層は古墳時代から弥生時代中期の

時期の包含層であることが推定できる。また，4層は3

つに分層でき,4C層は入来式と山ノロ式が出土し，弥

生時代後期以降の出土遺物は出土していないことから，

弥生時代中期の層である可能性が高い｡弥生時代中期

の遺物に関しては，郡元団地内でしばしば出土してい

たが，いずれも古墳時代遺物包含層に混在していた。ま

た，古墳時代の住居跡が検出される部分が多かったた

め，古墳時代に住居を建てるのに伴ってもともとあっ

た弥生時代の遺物包含層が撹乱されたと推定していた。

本調査で初めて，弥生時代中期の遺物包含層が確認で

き，溝状遺構もそれに伴うことから，弥生時代中期の

時期にすでに居住などを目的とした人間活動が郡元団地

内で行われていたことがわかってきた。

遺構について

遺構については，3層中より土坑状遺構が1基,4C

層上面より土坑1基，5層上面より土坑1基，ピット群

が検出された。3層中から検出したSKIは3層上面から

掘り込まれていた可能性が高く，埋土が2層土を含ん

でいることから，近世のものであると考えられる。調査

区の壁際で検出されたため，全形の1/4程度しかわか

らないが，平面は径1mの円形を呈するものと考えら

れる。断面形態など類似する遺構としては，平成元年

度に発掘調査を実施した郡元団地F－3．4区（大学院

連合農学研究科棟）で検出された円形の土坑がある')。

4C層上面で検出された遺構はSK2だが，これはピッ

ト状で，他のピットの中にも検出面は5C層上面だが，

埋土がSK2に類似するものがあるため,4C層上面にい

くつかのピットがあったものと考えられる。ただし，配

列などは不明である。遺構内からの出土遺物がほとん

どないため，それぞれの時期は不明だが，直上の4b層

註

1)松永幸男．砂田光紀「第3章鹿児島大学郡元団地F-

3．4区（大学院連合農学研究科校舎建設予定地）における

発掘調査報告」「鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報V」鹿児

島大学埋蔵文化財調査室1990

ﾉ8
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3郡元団地K-9区(総合研究棟II建設予定地)における試掘調査報告

3.1調査にいたる経過

鹿児島大学では，郡元団地内に総合研究棟(理工系)'）

の建設が計画され，理学部西側のサークル棟跡地がそ

の予定地とされた。本地点周辺の過去の発掘調査とし

ては，昭和60年に理学部1号館増築に伴う発掘調査が

行われており，古墳時代の住居杜が密集して検出され

ている。また，平成9年の工学部大学院校舎建設に伴

う発掘調査においては，中世から縄文時代にわたる遺

物包含層，および弥生時代の水田の可能性が高い遺構

を確認している。これらのことから，本地点においても

埋蔵文化財が包蔵されていることが推定された。その

ため，埋蔵文化財訓査室では遺構および遺物包含層の

有無を確認するため，試掘調査を行うことになった。

調査主体者鹿児島大学埋蔵文化財調査室

室長新田栄治

調査担当鹿児島大学埋蔵文化財･調査室

室員寒川朋枝

調査作業貝谷口ノリ・松下ミチ・西庄司

造・脇ツルエ・脇俊子

粒崎幸

3.3調査の経過

調査は平成M年3月13日～26日にかけて実施した。

総合研究棟建設予定地南側に2×2mのトレンチを設

定した(Fig.1)o

トレンチ南側半分は，配管埋設のため約2mの深さ

までほぼ垂直に掘り込まれており，撹乱層であった。北

側1mi|'扇を地表下1.3mまで掘り下げたところ，古墳時

代の遺物包含層である8層に達した。遺物は小片6点

のみにとどまる。さらに，地表下1.6mで露出する11'

層は水田層と考えられる層で，その上面では稲株跡か

と思われる小ピット群を検出し,13屑上面ではトレン

チ北西部に，長径約20～30cm,短径約2()cniの楕円状

の浅い窪みを3基検出した。13層_上面の遺構を検出し

た時点で下層の層位確認のためトレンチ北西部を残し，

北東部約70cm四方をさらに掘り下げた。地表下2.4m

の深さで，地山である砂層上面が確認できた。この時

点で層位断面図を作成し，プラント・オパール分析等

のための土壌のサンプリングを行い，埋め戻しを行って

調査を終了した。

3.2調査の体制

発掘調査は以下の体制で行った。

PL.23掘削開始の様子

3．4層位(Fig.17)

1層表土層，客土等を一

括した。

2層黒褐色10YR3/2シル

ト質砂。粘性は帯びず，し

;.,!まっている。1cm犬まで

のパミスを少量含む。鉄

分が薄くまだらに混ざる。

3層黒褐色7.5YR3/2シル

ト質砂。粘性は帯びず，し

5mまっているo1cm大まで

のパミスを少量含む。暗

褐色l()YR3/3の鉄分を筋

状に含む。

4層黒褐色7.5YR3/2シル

ト質砂。粘性は帯びず，し

まっている。3層に比べや

1層

'層’
1 層 I

－一－一

ｌ
力
ク
ラ

婚
霜
砺

ｶｸﾗｭｶｸﾗｭ
6,1

ン

7層 7層7層
一

8層
咽
一
咽
司

二韓三
5m

一一

’

18層

1可層

18層

[20B(20層

0 1m
北堅

Fig.17層位断面図(S=1/40)

東壁
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10YR3/2粗砂。しまっている。下部に鉄分が少量含ま

れる。

18層黒色N2/泥炭層。部分的にしまっており，木の

皮や葉が多く含まれる｡

19層黒褐色5YR2/1シルト。粘性は帯びず，しまって

いる。泥炭層土が少量混ざる。2,3cm大の軽石藤

が混ざる。特に上部にはまとまって含まれる。

20層黒褐色7.5YR2/2粗砂混じりシルト。

や色調は明るいo1cm大までのパミスを含む。鉄分の

密度は3．4層が最も高い。

5層黒褐色10YR3/2シルト質砂。粘性は帯びず，し

まっているo1cm大までのパミスを含む。黒褐色

7.5YR3/2の鉄分を含む。

6層灰褐色7.5Ⅷ4/2シルト質砂。粘性は帯びず，し

まっている。1cm大までもパミス含む。黒褐色

7.5YR3/2の鉄分を含む。

7層灰褐色7.5YR4/2シルト質砂。粘性は帯びず，し

まっている。1cm大までのパミスを少量含む。鉄分を

少量含む。

8層褐灰色7.5YR4/1シルト質砂。やや粘性をおび，

しまっている。上層部に黒褐色10YR3/2の鉄分を含

む。成川式土器の小片を含む。

9層灰褐色7.5Ⅶ4/2シルト質砂。粘性は強く，しま

っている。鉄分を少量含む。

10層褐灰色7.5YR4/1シルト質砂。粘性を帯び，しま

っている。鉄分を少量含む。

11層灰褐色7.5YR4/2シルト質砂◎粘性を帯び，しま

っている。

12層東側は，にぶい黄褐色10YR5/3シルト。粘性は

強く，しまっている。鉄分を含む。西側は，色調がや

や暗くなり，灰黄褐色10YR4/2シルト。鉄分は少な

い。特に，鋤跡の可能‘性が考えられるSK2の断面は

黒褐色10YR3/2,7.5YR3/1シルトのブロックがまだら

に混ざる。鉄分は少ない。

13層黒褐色5YR2/1シルト。やや粘性を帯び，しまっ

ている。極少量鉄分を含む◎断面をみると,13層上

面は凹凸が見られる。

3.5遺構と遺物

遺構

遺構は,12層上面,13層上面で確認したo12層上面

では，径4～5cmのピットが5つ検出された価9.18)。

12層は.1997年度に実施した郡元団地J・K－10．11

区の発掘調査で水田層の可能性が高いとされた9層と

同一層と考えられ，9層上面からも類似する直径5cm,

深さ3～7cmのピットが確認されている。これらは，水

田遺構でよく確認される稲株痕と呼ばれる遺構に類似し

戸~一一一一

1

尺

嘘‘

LQ

賎
h

l､『、

や麺．

“i
旧
If0 －－騨豊

PL､2512層上面ピット検出状況
14層黒褐色

7.5YR3/1シルト。

粘'性を帯び，し

まっている。鉄

分を少量含む。

15層黒褐色

5YR3/1シルト。

粘性を帯び，し

まっている。極

少量鉄分を含む。

16層黒色10YR2/1

シルト。粘性を

帯び，しまって

おり固いo15層

との境に鉄分が

含まれる。

17層黒褐色

雲塞蕊
季一＝ー涯酸蓮■FD

詞寺

ｰ 一＝

宝

垂

'1
繍鳥霧

、

瀞

蕊欝馨

蕊
理
』

鯛
僅
”
・
嘩

－

0 1m

再認■
才

名

PL.24北壁層位
Fig.1812層上面検出ピット配置図(S=1/50)
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鍾
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PL.2613層上面検出SKI～3左：検出状況,右:SKI完掘状況

深くなっているが，最深部は4cm程である。

総出土遺物数は27点であった。層別出土状況はTab.

7に示す。その中から,Fig.20に実測したものを示し

曇蜜蝋鷲:…
一.＝22

令冴：：

’
UlIT1

－

S=l/50

*アミ部を拡大

。司二ﾆﾌｰq
O50cm
ト ー ー ーーーー－－で一一一一J

Fig.19SKI～3(S=l/20)

ているが，今回の調査では検出密度が低く，並びも見

出せない状態であった｡

13層上面では，短径約20cm,長径約20～30cniの楕

円状の浅い窪みが3基検出された(Fig.19)oこれらの

窪みは北東-南西の方角に並んでおり，その窪みを境と

して西側で13層上面の著しい凹凸がみられた。こうし

たことから，これらの浅い窪みは小畦を作る際の鋤跡

である可能性が考えられる。このうちSKIのみを完掘

した。埋土は灰黄褐色10YR6/2シルトを主体とし，黒

褐色10YR3/1シルl､がブロック状に混ざる。粘性は強

く，しまっている。断面は，南側へやや傾斜するように

|劇 -、一
1

2

1

0 10cm

’一
１
Ⅱ

Fig.20出土遺物(S=1/3)
Tab.8出土遺物観察表

::..層菰別器菰部位 色調・紬調 胎士 備考砂粒の調整・文様
多さ

12陶磁器口縁部外面・内面；灰白色I0Y8/I,器肉；
灰白色5Y8/I

22土師器澗台脚部外面・内而・器肉；にぶい擢
色5YR7/4

38土器翌口縁部外面；にぶい褐色7.5Ⅷ5/3,内面；
にぶい黄樋色10YR7/2.器肉；褐灰
色10YK5/1

白色 0施軸

微細な黒色粒・白色粒をわ1回転ナデ磨滅している
ずかに含む

細砂粒・砂粒：赤色粒、黒3外面；ヨコナデ煤付瀞
色粒、白色粒、石英磯：黒
色磯をわずかに含む

2ノ

■ 司



22

3郡元団地K-9区(総合研究棟II建設予定地)における試掘調査報告

lは3層出土の磁器である。2は3層出土の土師器

であり，高台の端部と思われる。3は8層出土の古墳

時代の喪の口縁部で，広口でやや外開きに直立すると

思われる。

3.6試掘調査の結果

試掘調査の結果，調査区付近では上部に中近世のも

のと考えられる水田層や遺物包含層が複数枚広がり，そ

の下に古墳時代の包含層，さらにその下には弥生時代

の水田跡と推定される層が確認できた。しかし，古墳

時代包含層において遺櫛は検出されず，今までの調査

から想定されていたように，古墳時代の住居群の範囲

は本調査区付近には及ばないと考えられる。平成14年

度より開始される本調査（郡元団地J・K-9区理工

学部総合研究棟建設予定地）において，建設予定地の

北東部に広がっている住居群の範囲がより明らかになる

と思われる。

註

1)郡元団地I-J-4区に文系総合研究棟があるため，本調査区

付近に建設予定の理工系総合研究棟を便宜的に総合研究棟

Ⅱと呼称した。



4立会調査

4平成13年度(2001年4月～2002年3月)の立会調査

2001-A情報ネットワーク設備工事に伴う立会調査

調査地点工学部機械工学科1号棟北西部(郡元団地I-

J-12-13区）

調査期間2001年6月11日

工学部機械工学科1号棟の配管工事に伴う立会調査

を行なった。1号棟の北西部に約70cm程度の深さの掘

削が行なわれたので，その部分について調査を行なっ

た(Fig.21)o土層の水平堆積状況から，水田層である

と判断されたが，遺物の出土はなかった。

2001-B総合研究棟新営その他電気設備工事に伴う立

会調査

調査地点総合研究棟周辺(郡元団地J-K-3-4区）

調査期間2001年8月6日～24日,9月3日

三
“
〔 F一司

応用科学工学科”･棟

「扉悪悪両一二25m

郡元団地Î -12-13区(5=1/1000)

「I?‐匡コーーーニーー

Fig.21

025m
‐

Fig.23郡元団地J-K-3.4区(5=1/1000)
層位は，5枚確認された

(Fig.22)。

l層表土・客土。

-GL-0.Sm
BCDEF1F2G1G2HJ

Fig.22I．J-12．13区

土層柱状図

2層水田層。灰褐色シルト

質砂。鉄分が浸透し，白いパ

ミス粒子を含む。

3層水田層。暗灰褐色シル

ト質砂。鉄分が浸透し，白い

パミス粒子を含む。

4層（水田層。暗灰褐色シ

ルト質砂。鉄分が浸透し，白

いパミス粒子を含む。

5層（水田層。灰白色シルト質

砂◎鉄分が浸透し，白いパミ

ス粒子を含む。

-GL-0.5m

苛哩

■＝

-GL-lm

苧

Fig.24J-K-3-4区土層柱状図

23

機械工学科鋪一興験棟

1

2

3

4

5

1

2

3

1

2

3

4a

1

2

3

4a

1

1

2a

2b

3a

3b

3c

4a

4b

1

2a

2b

3a

3b

3c

4a

4b

1

2a

2a

2b

3a

3c

4a

1

2

3a

3b

1

2a

/M

3a

3b

3c

4a

1

2



4立会調査

総合研究棟建設後の周辺設備工事に伴う立会調査が

行なわれた(Fig.23-24)。各地点の2層以下は対応関係

にあり，広く同層序を呈するものと考えられる。以下，

各地点ごとに説明する。

A地点は，総合研究棟の南西部と法文学部棟の間に

設けられた配管工事地点であるが，法文学部橋本達也

氏(現・総合研究博物館)によって，遺物包含層が掘削

されていたとの連絡があった。調査室員が現場に駆け

つけた際には既に埋め戻されていたため，層序などの確

認は行なっていない。

B地点

D地点

l層表土・客土。

4a層古墳時代の包含層。黒褐色(10YR2/3)砂質シルト。

上面には古墳時代以降の遺物集積遺構が確認される。

すべて土器細片であり，図化できるものはない。

E地点(Fig.26)

E地点では，配管工事に伴う，深さ約110cm前後の

掘削が行なわれたため，立会調査を行なったo4a層上

面からは，総合研究棟発掘の際に検出された遺物集積

遺櫛の縁辺と見られる小破片が上面に貼り付いた状況

が確認された。11)層上面においては，古墳時代の住居

"義一
l層表土・客土。

2層近代以降の水田

6m

、
5

／

層。灰黄褐色(10YR5/

蝉赴≦－，言鰯麗噸風

4b －一一一

鍔
師0

且

2 にぶい黄褐色(10YR5/
010cmo，冬，，1，1ノ訂予万I， Fig.26E地点遺構(S=1/30)

跡が2軒切り合っている状況が確認された。そのため，

写真撮影，平板実測，土層観察メモなどを行なって，調

査を終了した。この地点は，住居跡群の周辺地区であ

ることなどが確認されたので，今後の対応には慎重を

要す地点である。出土遺物は多量に出土し，古墳時代

後半の遺物と考えられる。遺物は4a層上面から4b層

のどちらか，また，どの住居に伴うかの確認はできなか

った。遺物は比較的多量に出土。古墳時代の翌(3～5．

8～10).大壷(7).高坪･鉢-W6．II～15)などが出土

している(Fig.27.PL.29-30.Tab.10)。

l層表土。客土。

2層近代以降の水田咽。灰黄褐色(l()YR5/2)シルト質

砂。

3層中近世の水田層。にぶい黄褐色(10YR5/1)シルト

質砂。

4a層古墳時代遺物包含層。黒褐色(10YR2/3)砂質シ

ルト。

4b層古墳時代遺物包含層。黒褐色(10YR2/2)砂質シ

ルl､。

F1地点

l層表土・客土。

2a層近代以降の水田層。灰黄褐色(10YR4/2)シルト質

砂。小さなパミスを多く含む。

3)シルト質砂。

4a屑古墳時代の包含Fig.25B地点出土土器(S=l/3)*a曙ロ揖吋1wﾉ壁画
層。黒褐色(10YR2/3)

砂質シルト。上面に

■螺,轍鰯鯨
構が確認される。い

晩■鶏鰯職
22にして出土している。

古墳時代の土器が数

PL.28説点出土土器(裏）点出土している｡高
坪かj:I|･の口縁部(1)と

謡脚部(2)が出土している(Fig.25,PL.28,Tab.9)。

C地点

l層表土・客土。

2層近代以降の水田層。灰黄褐色(10YR5/2)シルト質

砂。

3層中近世の水田層。にぶい黄褐色(l()YR5/3)シルト

質砂。

4a層古墳時代の包含層。黒褐色(10YR2/3)砂質シル

ト。上面には古墳時代以降の遺物集積遺構が確認さ

れる。すべて土器細片であり，図化できるものはな

い。

Tab.92001-BB地点出土土器観察

拠和
材の

多さ

伽考調整混和材No.地点・ 胴穂別器種部位色調

外而～内面上
蝋まで丹塗り

3外而:(－)膳き､内面:(－)ナデ1B･5a層笹貫式高坪か口縁部外而:(G5YR7/6.内面･器肉:にぷ粗砂;石英.砂:石英.細砂:黒色
則い黄柾10YR7/2．粒，石英．

28．5a層旋貧式髪脚部外而上･器肉:笹2.5YR6/8.外而磯:石英.籾砂:石英_砂:石英．
下･内而:にぶい黄橿10YR7,/3．細砂2鼎色粒･石英．

4外而;(一)ナデ.内面(、ー >刷毛目一・
（?)ナデ．
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4
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、
ｆ
』

ノ
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《

一
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鍬
－

5

E地点出十十器(表）PL.29

、皇訓隊
8

寒々
、辰

10

12
11

型 PL.30E地点出+器(表）
－

。
Ｉ
、

’

13 ４
０

１

Fig.27E地点出土土器(S=1/3)

2b層近代以降の水田層。灰黄褐色(10YR5/2)シルト質

砂。小さなパミスを多く含む。

3a層中近世水田層。灰黄褐色(10YR5/2)シルト質砂に

黄褐色(10YR5/6)鉄分が混じる。パミス含む。

3b層中近世水田層。にぶい黄褐色(l()YR5/3に類似）

シルト質砂。パミス混じり。

3c層中近世水田層。黒褐色(10YR3/2)シルト質砂。パ

ミス混じり。

4a厨古墳時代遺物包含届。黒褐色(l()YR2/3)砂質シ

ルト。ほとんど混ざり物なし。

4b層古墳時代遺物包含層。黒褐色(10YR2/2)砂質シ

ルト。ほとんど混ざり物なし。

F2地点

l層表土・客土。

2a層近代以降の水田層。灰黄褐色(10YR4/2)シルト質

砂。小さなパミスを多く含む。

2b層近代以降の水田層。灰黄褐色(10YR5/2)シルト質

砂。小さなパミスを多く含む。

3a層中近世水田層。灰黄褐色(l()YR5/2)シルト質砂に

黄褐色(10YR5/6)鉄分が混じる。パミス含む。

3b層中近世水田層。にぶい黄褐色(10YR5/3に類似）

シルト質砂。パミス混じり。

3c層111近世水田届。黒褐色(l()YR3/2)シルト質砂。パ

ミス混じり。

4a層古墳時代遺物包含層。黒褐色(10YR2/3)砂質シ

ルト。ほとんど混ざり物なし。

lb層古墳時代遺物包含層。黒褐色(l()YR2/2)砂質シ

ルト。ほとんど混ざり物なし。
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Tab.10E地点出++器観察

N o . 地 点 ・屑種別器諏部位色調 混 和 材 ‘
混和

材の
多さ

調 整 側考

3E･占l層笹貫式喪口縁部外面:にぶい褐7.5YR51.内面学にぷ磯:赤色粒.粗砂:石英･角閃石･赤色泣5内外而:(?)ナデ･指頭圧痕．
（突常文）い柾7.5YR6/4.器肉aにぶい黄極砂:石英･角閃石.細砂:角閃石･石英．

l0YR6/3．

4E･4層征貫式？窺口縁部外而:にぶい褐7.5YR5/4.内面:にぶ磯:白色粒.粗砂:石英･角閃石.砂号角閃4外面上部:(一)ナデ.外面下部:(¥)
い椛5YR6/.1.器肉:にぶい赤禍石･石英,細砂:石英･角閃石．刷毛目→(?)ナデ･指頭圧痕.内而:〈
5YR5/41．－)ナデ･指頭圧痕．

5E･4屑笹貰式狸口縁部外而;にぶい澱催l0YR7/‘1.内面:黄灰磯:白色粒.粗砂:石英.砂:角閃石･石英3外而:(?)ナデ･指頭圧痕.内而:(?)ナロ緑部と胴部
2.5Y7/2.器肉:黄灰2.5Y6/1．，細砂:石英･角".',1石．デ･揃頭圧痕．の接合疲明瞭

6E･4層推賞式？鉢か商口縁部外面:禍灰10YR1/1.内面:にぶい黄褐粗砂:石英,砂:角閃石･石英,細砂:石英2外而上端:(-)刷毛目→(?)ナデ.外
坪l0YR7/3.器肉:灰5Y5/1．・角閃石．面下部:{/)刷毛目→(¥)刷毛目一

（?)ナデ.内面(、)刷毛目一(?)ナデ．

7E･4層笹貫式壷幅広突外面:灰褐7.5YR4/2.内面:褐灰礎:白色粒.砂:石英･赤色粒．6外而:(一)刷毛目一・(一)ナデ．
帯部7.5YR4/1．

8E･4廟縦貫式蝿脚部外面:にぶい柾5YR7/3.内面:灰白粗砂:石英･角閃石･赤色粒.砂:石英･角6外而:(-)ナデ.内面:(l)刷毛目一
2.5V8/2.器肉:茂灰2.5Y4/1．閃石.細砂:石英･角閃石．（?)ナデ.内底面:(?)ナデ．

9E･‘1府椛質式現脚部外航:にぶい黄概:10YR7/1.内面音にぷ藤:白色粒･灰色粒.粗砂:石英･角w石・6内而:(?)ナデ.内底而:(-)ナデ．脚接合部で脚
い催lOYI(6/3.脚台内:にぶい黄碓白色粒.砂:石英･角閃石.細砂:石英･角台が外れる
10YR6/3．IRI石．

10E･5層笹貨式礎脚部外師上:樋2.5Ⅷ6/8.外面下:にぶい磯:白色粒･角閃石壷粗砂:石英･角閃石．2内外而8<一)ナデ．脚接合部で脚
災樋210YR7/3.内而:(25YR6/6.砂:石英･角閃石.細砂:石英･角IX1石．台が外れる

11E･4肘笹貫式商坪か口縁部外面:赤l0R5/6.内而:にぶい黄挺磯:赤色粒･石英.粗砂:赤色粒･石英.砂2外而:(一)ヘラ膳き､内面:(?)ナデも外面丹塗り．
ttf10YR7/3.器肉;にぶい黄樫10YR7/2．：赤色粒･石英.細砂:赤色粒･石英．

黒斑:賄灰腿/1．

12E･4届笹貫式商坪か口縁部外面:浅黄栂7.5YR8/4.内面:灰白砂:石英･角閃石.細砂:石英･角閃石．2外而:(?)ヘラ磨き.内面:←)ナデ．丹諭りがロ縁
ttf10YR8/2(一部は器肉と同色).器肉：部内而上端に

黄灰2.5Y6/1.丹:赤禍2.5YR4/8．及ぶ．

13E･4胴笹貫式耐坪脚部内外面:にぶい伐栂IOYR7/4.器肉;黄細砂:白色粒･石英?.2外面:←)ヘラ磨き.内面:(?)ナデ．外而丹塗り．
灰2.5V5/1．丹:Iﾘ1赤褐2.5YR5/6.

1‘lE･‘i層惟賞式商坪脚部内外而:にぶい椎7.5YR7/I.器肉:灰磯:白色粒･石英.粗砂;石英.砂:石英．2外而:(?)ヘラ畷き､内面:(!)ナデ．外而丹蹴り．
N5/・丹:Z.6YR4/6.細砂;石英?．

15E･4照笹貰式商坪脚部外面;洩徴機7.SYRH/3.内面;黄灰砂:石英･白色粒.細砂:石英･白色粒．2外而:(一)ヘラ磨き.内面:(一)ナデ．外而丹遡り．
2.5Y6/1.器肉:浅黄柾10YR8/4．

5層無遺物層。にぶい黄褐色(10YR4/3)粗砂。

G1地点

1層表土・客土。

2a層近代以降の水田層。

磁器出土。灰黄褐色

(10YR4/2)シルト質砂。

小さなパミスを多く含

む。

0

～

、

2a'層近代以降の水田Fig.28G1地点出土土器

層。灰黄褐色(10YR4/2̂ ^
に類似)砂質シルト。

逢鱒;謹忍
3a層中近世水圏層PL.31詞地点出土土蟹）

灰黄褐色(l()YR5/2)シ

;l/h帥に鯛色川5/6)鉄分が混じる｡パﾐｽ倉

3c層中近世水田層。黒褐色(10YR3/2)シルト質砂。パ

ミス混じり。

Tab､112001-BG1地点出士士器観察

No .地 点・屑穂別器種部位色調

4a層古墳時代遺物包含層。黒褐色(10YR3/2)砂質シル

ト。上面より数点の土器が出土している。古墳時代以

降の遺物集積遺構の縁辺部であると考えられる。(16)

は，古墳時代の認脚部である(Fig.28,PL.31,Tab.11)。

G2地点

1層表土・客土。

2a層近代以降の水田層。灰黄褐色(10YR4/2)シルト質

砂。小さなパミスを多く含む。

2b層近代以降の水田層。灰黄褐色(10YR5/2)シルト質

砂。小さなパミスを多く含む。

3a層中近世水田層。灰黄褐色(10YR5/2)シルト質砂に

黄褐色(10YR5/6)鉄分が混じる。パミス含む。

3b層中近世水田層。にぶい黄褐色(10YR5/3に類似）

シルト質砂。パミス混じり。

3c層中近世水田層。黒褐色(10YR3/2)シルト質砂。パ

ミス混じり。

4a層古墳時代遺物包含層｡土器比較的多量に出土し

たが図化できるものはなかった。黒褐色(10YR2/3)砂

質シルト。

H地点

l層表土・客土

混和材
混和
材の

多さ

調整 備考

16G．4層柾貫式翌脚部外面:にぶい黄柾10YK73.内面:に磯5白色粒.粗砂:白色粒･石英,砂:白色4内外面:(¥)刷毛目一・(I)ナデ．
ぶい樋7.5YR7/I．粒･石英,細砂:白色粒･石英･黒色粒．



Tab.122001-BH地点出土土器観察表

No.地点・層種別器禰部位色調 混 和 材 ‘
混和

材の

多さ

4立会調査

柵リ贋 備考

1711.'1噸

1811．4屑

19Ⅱ･4脳

笹貰式

笹貫式

笹貫式

蝿口縁部外面:にぶい褐7.5YR5/4.内面:樋
7.5YR7/6.器肉:尚灰2.5Y6/1．

礎口縁部外面:黄灰::..v.mi.内面:にぶい黄
t2lOYR7/3.器肉:哨灰N3/、

獅坪坪部外而:侭7.5YI{7/6.内面･器肉:掻
5YR6/6．

粗砂:石英.砂:石英細砂:無色粒.
石英．

粗砂2石英.砂:石英.細砂:鼎色粒・
石英．

細砂:石英．

2外面:(－)刷毛目→(?)ナデ.内
面:(?)ナデ．

2内外面:(一)刷毛目一<一)丁寧
なナデ．

l外面:外面上部(－)ナデ,口縁部
～胴部(一)刷毛目.内面:(－)刷
毛目→(－)丁寧なナデ．

ロ縁部は歪み

で波状を呈す．

猟凝一可冨
ルト質砂。

驚謹可|皇
卜質砂に黄褐色

騨鷺ニブ麹
Ml)層中近世水010cm

田層。にぶい黄

褐色(10YR5/3F'9-29H地点出土土器(S=1/3)

"零撚:鰭■醗
熟謡1噸Q"醗

縦潔愚弓．
遡柵の縁辺部であると（表）（裏）

考えられるomiU'̂ .32H地点出土土器

18).高坪(19)が出土している(Fig.29,PL.32.Tab.

12)o

」地点

l層表土・客土。

2層近代以降の水田層。褐灰色(10YR5/1)砂質シルト。

I-J地点では，掘削穴が浅く，遺物包含層に影響はな

かったため，メモと写真撮影を行なって調査を終了

した。

2001-C医学部m施設配管工事に伴う立会調査

調査地点医学部R!施設内(桜ケ丘団地H-8区）

調査期間2001年8月20日

医学部KI施設内において，配管工事のための立会訓

査を行なった。旧地形が北から南へと傾斜しているこ

とが確認されているので，東側のRI施設に向かう道路

一

一

難治性ウイルス疾胆研究センター罰|’
O
旧

Fig.30桜ケ丘団地H-8区(5=1/1000)

部分から南北方向に，深さ1m程度

のトレンチを重機で掘削した(Fig.

30)。その結果，表土・撹乱層とそ

の下に桜島薩摩テフラを確認でき，

その上部に存在する包含層は全て削

平されたものと判断した。遺物など

は出土していない。本施設内の遺物

包含層の残存状況は極めて悪い。

層位は，2枚確認された(Fig.31)。

l層表土・客土。

2層桜島薩摩テフラ。褐色(10YR8/

6)パミス層。

’
臨床実験棟

25m

1 -GL-0.5m

2 -GL-lm

Fig.31
H-8区土層柱状図

2001-D医学部保健学科新営その他工事に伴う立会調

査

調査地点医学部医療技術短期大学部前・グランド南

東隅移植先(桜ケ丘団地I-9-K-8区）

調査期間2001年8月22-23日

医学部保健学科前の花壇部分にある汚水管切廻し工

事と桜2本の移植とが並行して行なわれ，それに伴う

調査を実施した(Fig.32-33)。
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穴1穴3

！ 口医短校舎

｜
” に

一

GL-0.5m一

グランド

画一口司購鳶34 2

●妬●
1

Fig．33

K－8区土層柱状図

~

Fig.32桜ケ丘団地1-9,K-8区(5=1/2000)

速な対応を必要とする。

穴1

園I臼砲溌灘緋
l層表土・客土。

2層弥生時代の遺物包含層。黒色

(10YR2/1)シルト。締まっている。Icm

大のパミスが混じる。数点の土器が出

／〆~~~~~~~~--1土している。壷の刻目突帯部(20),平

^/巽霊蝿震代棚噸賦
(Fig.35,PL.33-34,Tab.l3)o

5m3層喜界アカホヤテフラ。褐色(10YR4/

6)シルト。濁っているo0.5～Icm大
Fig.34K-8区掘削穴位圃(5=1/30)

前者は,120～ISOcmの深さに重機によって掘削され4層縄文早期の遺物包含層。黒褐色(10YR2/3)砂質シ

たが，表土・客土のみで，遺物包含層を確認することルト。l～3cm大のパミスが混じる。

は出来なかった。後者は桜を移動するために75cmの深5層桜島薩摩テフラと4層との漸移層。暗褐色(10YR3/

さに掘削したが，表土・客土のみであった。 4)砂。大小パミス多量。

移植先であるグランド南東隅では，重機によって約穴2～4は，約1mの移植穴を設けた時点で，写真撮

1m前後の移植穴を設けたが，壁面・穴底面に遺構が確影をし，平板測量で遺構の平面測量(Fig.34)・土層観

認できた時点で掘削を中止し，清掃，写真記録・平面察を行い，調査を終了した。

測量などを行なって，調査を終了した(移植穴l～4：穴2

Fig.34)o旧地形は，グラウンド東側より西方向に傾斜土層確認終了前に埋め戻されたため，正確な観察が

しているようであり，包含層も旧地形に沿って形成さ行なえなかった。

れるため，包蔵状況は非常に良好である。今後，本地l層表土・客土。

区で工事等が行なわれる場合，注意すべきであり，迅2層弥生時代の遺物包含層。黒色(10YR2/1)シルト。

園
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4立会調査

Tab.132001-D穴1-3出士十器観察

混和

材の

多さ

No.地点・層 種 別 器 種 部 位 色 調 混和材 調整 備考

20穴1．2肘弥生時代壷馴部外面:燈5YR6/6.内面:明赤禍i5YR5/6.粗砂:石英･赤色粒.砂:石英･黒色粒．
仙期か中突ｲW器肉:灰黄禍10YR5/2.細砂:石英･黒色粒．
期前半

21穴3．2a廟弥生時代壷底部外面:tg5YR6/6.内耐:(9.7.nYR(i/6.器磯:石英.粗砂:石英.砂:石英.細砂；
前期か中肉:にぶい黄褐ilOYR5/3.石英．
期前半

22穴1．2屑弥生前期？喪？底部外而:にぶい樋7.5YR6/1.内而:灰黄粗砂:石英･赤色粒.砂:赤色粒.細砂：
H1 10 YR 5/ 2.黒色粒，

23穴1．2屑東原式謹胴部外而:黒褐色2.5Y3/1.内而;鼎褐色磯:白色粒･石英.粗砂:白色粒.砂:白
突帯2.5Y3/2.器肉:黄褐色,2.5Y5/3．色粒･石英．

2内外而:(一)ナデ．

2外面:(1)刷毛目一・(?)ナデ．外面はハジ
内而(／)磨きケ？

2外而:(一)ナデ．

5内外而：(一、)刷毛目一(－）スス付著．
ナデ．

＝二二
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西壁 北壁住居z東壁
締まっている。Icm

大のパミスが混じ

る。

3層喜界アカホヤ

テフラ。褐色

(10YR4/6)シルト。

この上面でピット

が確認された。

穴 3

1層表土・客土。

2a層弥生時代の遺

物包含層。黒色

(10YR2/1)シルト。

締まっている。

2b層弥生時代の遺

物包含層。黒褐色

(10YR2/2)シルト。

やや締まりがない。

パミス混じり。

穴4

住居跡が2基

確認されている1U雁個.ひご4レLvぐも） )2.5m‘2;5m

(Fig.36)o
Fig.36穴4壁面(S=1/30)

l層表土・客土。

2層弥生時代の遺物包含層。黒褐色(10YR2/3)シルト。

パミス混じり。1点の土器が出土しているが図化でき

ないほどの小破片である。

3a層喜界アカホヤテフラ。褐色(10YR4/6)シルトベー

スに，黒褐色(10YR2/3)が混じる。

3b層喜界アカホヤテフラ。褐色(10YR4/6)シルト。パ

ミス混じり。

4層縄文時代早期の遺物包含層。黒褐色(10YR2/3)砂

質シルト。パミスが多く混じる。

住居①埋土黒褐色(l()YR2/2)シルト。パミスや土器小

破片が混じる。

住居②埋土黒褐色(10YR2/2類似。やや明るい)シル

21
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Fig.35穴1．3出土土器(S=1/30)
l､。パミスや土器小破片が混じ

る。

心2．の2．

婁璽蟻
■麹風‘

200I-F農学部保存樹林内掘削

(学祭時のゴミ穴）に伴う立会調査

調査地点農学部保存樹林地域内

(郡元団地H-6区）

調査期間2001年II月9「’

11月8日夕方，大学総合研究博

物館の橋本達也氏より，農学部保

存樹林内に掘削穴があるとの連絡

を受けた。施設部企画課を通して

問い合わせた結果，農学部の学生

が，大学祭準備の折り，大通に廃

棄されるゴミを処理する場所とし

て掘削したとのことであった。本

調査室では，その顧問，学生に構

内の埋蔵文化財の包蔵状況を説明

した上で，今後は大学榊内の掘削

を行なう場合，埋蔵文化財調査室

テユ

-GL-0.5m

PL.34(23)刻目部拡大

-GL-lm

2c層弥生時代の遺物包含厨。黒褐色(10YR2/2)シル

ト。やや締まりがない。パミス混じり。数点の弥生土

器が出土しているが，図化できるのは1点のみ(21)

である(Fig.35.PL.33.Tab.13)o

2d層弥生時代の遺物包含層。黒褐色(10YR2/2)シルト

ベースに褐色(10YR4/6)シルトが混じる。

3層喜界アカホヤテフラ。褐色(10YR4/6)シルト。こ

の上面で不定形土壌が確認された。

-GL-1.5m

Fig.37
H－6区土層柱状図

29
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4立会調査

_

じり。粗・細砂。

4層水田層。褐灰色(10YR4/1)シルト。締りがよ

い。鉄分の浸透あり。

2001-F課外活動施設新営機械設備工事に伴う立

会調査

調査地点教育学部サークル棟(郡元団地M-4-5区）

調査期間2001年11月28日・12月22-23日・2002

年1月10日・2月22日

サークル棟東側の機械設備工事に伴う調査を行な

った(Fig.39.40)o4ケ所を135cmまで重機によって

掘り下げたが，撹乱層であった。マンホールに連結

する配管工事の際には，比較的良好な状態で包含層

が認められたが，遺物は出土しなかった(A地点)。B

地点は，サークル棟のアーチを建てるための掘削穴

が2箇所に掘られた。若干の遺物が出土している。

各地点ともに写真撮影・メモを行い，調査を終了し

た。

A地点

25m層位は3枚確認された。025m’四 u ﾆ ﾑ ･ ﾛ ー 、 〃 u へ 0 ． 座 0 華 ､ ｰ 。 ， ｰ ’ ｰ Q

l層表土・客土。

2層弥生時代～古墳時代の遺物包含層。黒褐色

'､水田層のみで(10YR2/2)シルト。

った。壁面清掃3層無遺物層。にぶい黄色(2.5Y6/3)砂層。

を行い ，調査をB地点

層は5枚確認された。北

壁より4層から掘り込まれAB

Fig.38郡元団地H-6区(5=1/1000)

に届出ることを通達した。同地点は幸い水田層のみで

あり，遺物分布域には重なっていなかった。壁面清掃

を行い，平板測量・壁面観察メモなどを行い，調査を

終了した(Fig.38)o

層位は，4枚確認された(Fig.37)。

l層表土・腐植土。

2a層水田層。灰褐色(7.5YR5/2)砂。締まっている。

0.5～5cm大のパミス混じり。

2b層水田層。灰褐色(7.5YR4/2)砂。締まっている。

1cm大のパミス混じり。

3層洪水層？にぶい黄褐色(10YR5/3)ベースに,0.5

～5cm大のパミス混じり。褐色(7.5YR4/6)の鉄分混

Fig.39郡元団地M-4.5区(5=1/1000)

たピットを2箇所確認（ピ

ット埋土：黒褐色(10YR2/

2)シルト)。

l層表土・客土。

2層灰黄褐色(10YR4/2)

シルト。0.5cm大の白色

自然石を含む。

025，
J

1

-GL-0.5m
2

1

3

4a

4b -GL-lm

4

-GL-1.5m

5

Fig．40

|y|-4-5E層柱状図



4立会調査

ABCDE3層にぶい黄褐色(10YR4/3)砂質シルトo1.5cm大の

パミス,1cm大の白色石を含む。

4a層古墳時代の遺物包含層。黒褐色(10YR2/2)砂質

シルト。

4b層弥生時代の遺物包含層。黒褐色(10YR2/1)砂質

シルト。 -GL-0.5m

2001-G教育学部幹線並木整備工事に伴う立会調査

調査地点教育学部道路沿いと食堂裏(郡元団地M-N･0-

6.7.8区）

調査期間2002年1月10日・2月5～17日

1月よりウラジロガシ・クロガネモチ・スダジイ・ソ

テツなどの樹木並木整備であったが，本調査室に連絡

無く，設備課によって行なわれていた。本調査室では急

迩，設備課の担当者との話し合いによって，その手続

きの必要性を通達し，2月から立会調査が行なわれた

(Fig.41-42)。

A地点

-GL-lm

Fig.42M-N-0-6-7．8区土層柱状図

4層灰黄褐色(10YR4/2)砂質シルト。白色の自然石を

含む。

5層明褐色(7.5YR5/6)シルト。白色の自然石を含む。

6届黒褐色(10YR2/3)シルトo6cm大のパミスを含む。

C地点

西壁に4層から掘り込まれたピットを確認（ピット

埋土：黒色(10YR2/1)シルト)。

l層表土・客土。

2層灰黄褐色(10YR4/2)砂質シルト。

3層明褐色(7.5YR5/6)シルト。

4層黒褐色(10YR2/3)シルト。

5層褐色(7.5YR4/4)砂質シルト。

D地点

l層表土・客土。

2層褐灰色(10YR4/1)シルト。0.5cm以下のパミスを

含む。

3a層明褐色(7.5YR5/6)シルト。

3b層黒色(5YR1.7/1)シルト。l～5cm大のパミス含

む。

4層褐色(7.5YR4/4)砂o1～5cm大のパミス含む。

E地点

l層表土・客土。

2層灰黄褐色(10YR4/2)シルト。

3a層暗褐色(7.5YR3/4)シルト。

3b層黒色(5YR1.7/1)シルト。l～5cm大のパミス含

む。

[｜第二体育館

〆~、

Vノ

棟
釦、

野
_ と 一 一

●●●
I）

●

．●･● 第二講義棟

0

Fig.41郡元団地M-N-0-6-7-8区(5=1/2000)

l層表土・客土。

2層黄褐色(10RYR5/6)シルト質砂。

3層褐灰色(10YR4/1)砂質ルト。

4層黒褐色(7.5YR3/1)シルト。

B地点

l層表土・客土。

2層弥生時代～古代の遺物包含層に対応。今回は遺物

が出せず。黒褐色(10YR2/2)シルト◎2cm大の自然石

含む。

3層暗褐色(10YR3/3)シルト。

2001-H理学部支障樹木移植等工事に伴う立会調査

調査地点理学部1号館中庭・サークル棟南側→農学

部・工学部・理学部・教育学部(郡元団地D-E-4,K-10,

P-5,J-K-9区）

調査期間2002年3月22-23-25-26.29日

3ノ
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4立会調査

ABCDEFG H 記録をとり調査を終了した。

A地点(Fig.43.44)

l層表土・客土。

2層．黒褐色(10YR3/2)砂質シルト。

B地点

(Fig.43.44)

l層表土・客土。

2層黄灰色(2.5Y4/1)砂質シルト。0.5

～1cm大のパミスを含む。

3層オリーブ黒色(5Y3/1)に類似したシ

ルト質粗砂層。パミスを多量に含む。

C地点(Fig.43.45)

l層表土・客土

2層黒褐色(10YR3/2)シルト質砂。

3層黒褐色(10YR3/1))シルト質砂。

4層褐黒色(10YR4/1)シルト質砂。

5層暗紫灰(5P4/1)シルト質砂。

-GL-0.5m

-GL-lm

-GL-1.5m

Fig.43D．E-4,K-10,P-5,J･K-9区土層柱状図

理学部改修工事(調査コード2001-2)と総合研究棟Ⅱ

建設(調査コード2002-1)のための，支障樹木移植に伴

う立会調査が行なわれた。移植元である理学部中庭は

撹乱されており，記録は行なわなかった。移植先は，農

学部・工学部・理学部・教育学部である。サークル棟

南側の移植元は，複数の包含層が良好に残存しており，

○

o 25 m
J

Fig､45郡元団地K-10区(5=1/1000)

D地点(Fig.43-46)

l層表土・客土

2層黒褐色(10YR3/1)シルト質砂。パミスを含む。

3層黒褐色(10YR2/3)砂質シルト。鉄分が浸透する。

E地点(Fig.43-47)

l層表土・客土

０
●

●

●

25m0

筒,“郡元園地P-5区(5=1/1000)－一
O25 m

J

Fig.44郡元団地D･E-4区(5=1/1000)

32

1

2

1

2

3

1

2

3

4

5

1

2

3

1

2

3

1

2

3

4

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

2

3

4

5



2層黒褐色(10YR3/2)シルト質砂。鉄分を含む。

3層黒褐色(2.5Y3/2)シルト質砂。マンガンを含む。

F地点(Fig.43.47)

l層表土・客土

2層黒褐色(7.5YR3/2)シルト質砂。

3層黒褐色(10YR3/2)シルト質砂。

4層黒褐色(7.5YR3/2)シルト質砂。

G地点(Fig.43.47)

l層表土・客土

2層褐灰色(7.5YR4/1)砂質シルト。0．5～1cm大のパ

ミスを含む。鉄分の浸透有り。

3層暗褐色(10YR3/3)シルト質砂◎0.5cm大のパミス

を含む。上部に鉄分，下部にマンガンが浸透する。

4層黒褐色(7.5YR3/2)シルト。1cm大のパミスを含

む。マンガン浸透。

5層褐灰色(7.5YR4/1)砂質シルト。1cm大のパミス

を含む。マンガン浸透◎

6層灰褐色(7.5Ⅷ4/2)砂質シルト。3cm大のバミスを

含む。マンガン浸透。

7層褐灰色(7.5YR4/2)シルト質砂。

8層黒褐色(7.5YR3/1)シルト◎粘性あり。

9層灰黄褐色(10YR4/2)シルト。粘性あり。

H地点(Fig.43.47)

l層表土・客土。

2層黒褐色(10YR3/2)シルト質砂。

3層黒褐色(7.5YR3/2)シルト質砂o0.5cm大のパミス

を含む。鉄分が浸透する。

025m

Fig.47郡元団地J･K-9区(5=1/1000)

|，

4立会調査

4層灰褐色(7.5YR4/2)シルト質砂。0.5cm大のパミス

を含む。マンガン浸透。

5層黄灰色(2.5Y4/1)シルト質砂。0.5cm大のパミス

を含む。マンガン浸透。

2001-1医学部校舎新営その他機械設備工事に伴う立

会調査

調査地点医学部新保健学科棟西側(桜ケ丘団地1-8

区）

調査期間2002年3月25日

医学部校舎新営その他機械設備工事に伴う立会調査

を行なった(Fig.48-49)o縄文時代早期前葉の遺物包含

層(2層)や後期旧石器時代～縄文時代草創期にかけての

遺物包含層(3届)が確認されたが，遺構・遺物ともに確

認されていない。

l層表土・客土。

ftilW 新保健学科棟

●

匪

ﾙ』
ﾝ1‐’

O
L－一、

Fig.48桜ケ丘団地1-8区(5=1/2000)

2層縄文時代早期前葉の遺物包含

層。黒褐色(10YR2/3)シルト質砂。

小喋や1．2～5mm大のパミス含

む。

3層桜島薩摩テフラ。

4層後期旧石器時代～縄文時代草

創期の遺物包含層。いわゆる｢チ

ョコ層｣。黒褐色(10YR1/3)シル

ト。水分を多く含み，粘性が強

い。

1

2

一GL-1m

3

－GL-2m

4
一GL-3m

Fig.49

1－8区土層柱状図

I
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埋蔵文化財調査室要項

鹿児島大学埋蔵文化財調査室要項

○鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会規則

昭和60年4月18日

制定

(設置）

第1条鹿児島大学(以下「本学」という｡)に，鹿児島大

学埋蔵文化財対策委員会(以下「委員会」という｡)を

置く。

(審議）

第2条委員会は，本学の施設計画を円滑に行うため埋

蔵文化財に関する次の事項を審議する。

(1)基本計画の策定に関すること。

(2)調査結果に基づく対策に関すること。

(組織）

第3条委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。

(1)学長が指名する副学長

(2)各学部長，附属図書館長，医学部附属病院長及び

歯学部附属病院長

(3)事務局長

(委員長）

第4条委員会に委員長を置き，前条第1号の委員をも

って充てる。

2委員長は，委員会を招集し，その議長となる。

(議事）

第5条委員会は，委員の3分の2以上の出席をもって

成立し，議事は，出席委員の3分の2以上をもって決

する。

(委員以外の者の出席）

第6条委員会が必要と認めるときは，委員以外の者を

出席させ，意見を聴くことができる。

(調査委員会）

第7条委員会は，本学の埋蔵文化財の調査を行うため，

埋蔵文化財調査委員会(以下「調査委員会」というo)を

置く。

第8条調査委員会は，次の事項を審議する。

(1)調査実施計画に関すること。

(2)第13条に規定する調査室の室長等の選任に関する

こと。

(3)第13条に規定する調査室の予算に関すること。

(4)その他埋蔵文化財及び第13条に規定する調査室の

業務に関すること。

第9条調査委員会は，次に掲げる委員をもって組織し，

学長が任命する。

(1)各学部の教授，助教授又は講師の中から選出され

た者各1名

(2)第15条第2項に規定する調査室長

2前項第1号の委員の任期は，2年とし，委員に欠員を

生じた場合の補欠委員の任期は，前任者の残任期間と

する。

第10条調査委員会に委員長を置き，前条第1項第1

号の委員の中から互選により選出する。

2委員長は，委員会を招集し，その議長となる。

第11条調査委員会は，委員の過半数の出席をもって

成立し，議事は，出席委員の過半数をもって決する。

第12条調査委員会が必要と認めるときは，委員以外

の者を出席させ，意見を聴くことができる。

(調査室）

第13条調査委員会に，本学の埋蔵文化財の調査に関

する業務を行うための埋蔵文化財調査室(以下「調査

室」という｡)を置く。

第14条調査室は，次の業務を行う。

(1)調査実施計画の立案

(2)発掘調査，分布調査及び確認調査

(3)調査報告書の作成

(4)その他必要な事項

第15条調査室に，室長，主任及びその他必要な職員を

置く。

2室長は，本学の考古学に関する教官の中から委員会

が推薦し，学長が任命する。

3室長は，調査委員会の定める方針に基づき調査室の

業務を掌理する。

4室長の任期は，2年とする。ただし，再任を妨げない。

5主任は，調査室の職員の中から，特に埋蔵文化財に関

する専門知識を有する者を調査委員会が推薦し，学長

が任命する。

6主任は，室長の命を受けて調査室の業務を処理する。

7職員は，調査室の業務に従事する。

(事務）

第16条埋蔵文化財に関する事務は，施設部企画課に

おいて処理する。

附則

lこの規則は，昭和60年4月18日から施行する。

2この規則の施行後最初に任命される委員及び室長の任

期は，第9条第2項及び第15条第4項の規定にかか



わらず，昭和62年3月31日までとする。

3鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会規則(昭和51年1

月22日制定)は，廃止する。

附 則

この規則は，平成9年4月1日から施行する。

附 則

この規則は，平成13年4月1日から施行する。

・鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会

1日現在）

委員長石田忠彦（鹿児島大学副学長）

委員辰村康（法文学部長）

坂尾隆（教育学部長）

井上政義（理学部長）

永田行博（医学部長）

納光弘（医学部付属病院長）

大工原恭（歯学部長）

伊藤学而（歯学部附属病院長）

矢野利明（工学部長）

西中川駿（農学部長）

上田耕平（水産学部長）

(平成13年4月

(平成13年4

荒井啓（連合農学研究科長）

山口建太郎（事務局長）

中山右尚（附属図書館長）

・鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会委員（平成］

月1日現在）

委員長辻尾昇三（工学部教授）

委員本田道輝（法文学部助教授）

日隈正守（教育学部助教授）

竹内亨（医学部教授）

小椋正（歯学部教授）

古川一男（理学部教授）

松元光春（農学部助教授）

中村啓彦（水産学部講師）

新田栄治（調査室長併任法文学部教授）

鹿児島大学埋蔵文化財調査室

室長（併）法文学部教授新田栄治

主任（併）法文学部助手中村直子

（併）法文学部助手新里貴之

技術補佐員寒川朋枝

技術補佐員王力明
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神奈川県教育委員会

長野県教育委員会

財団法人締岡県埋蔵文化財調査
研究所

財団法人陥岡県埋蔵文化財調査

研究所

財団法人櫛岡県埋蔵文化財調査

研究所

財団法人肺岡県埋蔵文化財調査

研究所

財団法人筋岡県埋蔵文化財調査

研究所

財団法人静岡県埋蔵文化財調査

研究所

財団法人除岡県埋蔵文化財調査
研究所

財団法人聯岡県埋蔵文化財調査
研究所

財団法人瀬戸市埋蔵文化財セン
ター

名古屋大学年代測定総合研究セ
ンター

財団法人岐阜県文化財保護セン
ター

財団法人岐阜県文化財保護セン
ター

財団法人岐阜県文化財保謹セン
ター

財団法人岐阜県文化財保護セン
ター

財団法人岐阜県文化財保護セン
ター

37
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受贈図書

書名

八幡窯跡発掘調査報告替

興道寺古墳群

埋蔵文化財調査概要-平成12年度一

鐙刃城跡発掘調在概要報告香

旧醒井郵便局局舎修理工事報告杏

松尾寺遺跡発掘調査報告香

川口家住宅（旧醒井宿問屋場）修

理工事報告書

福島城跡・米原駅西遺跡

北蟻越遺跡・津賀古墳群発掘調査

報告

羽根中島遺跡発掘調査報告

コドノB遺跡（第2.3次）発掘潤査

報告

金剛坂遺跡（第5次）辰ノロ古墳群

（第3次）発掘調査報告

櫛田地区内遺跡発掘調査報告11

蛇谷貝塚発掘調査報告

国分北遺跡発掘調査報告

高ノ御前遺跡発掘調査報告

松尾前田遺跡発掘澗査報告

上惣作遺跡

神戸遺跡（第2次）替田遺跡（第3

次）発掘調査報告

前田町屋遺跡（第1次）発掘調査報
告

天花寺北瀬古遺跡発掘調査報告

蝿抜11

蝿抜111

堀町遺跡

埋蔵文化財発掘調査概報11

埋蔵文化財発掘調査概報1V

埋蔵文化財発掘調査概報XIII

埋蔵文化財発掘調査報告V11

有滝道遺跡

力男城跡発掘調査報告

橘寺

大和木器資料I

南郷遺跡群1V

南郷遺跡群V

奈良県遺跡調査概報（第1．2分
冊）

待兼山遺跡111

勝福寺誇負測壁調査報告香

古墳時代前・中期における埋蔵人

骨と親族関係

大阪市埋蔵文化財発掘調査報告

瓜破・瓜破北遺跡発掘調査報告

長原・瓜破遺跡発掘調査報告xv，

長原・瓜破遺跡発掘調査報告xvI，

長原遺跡東部地区発掘調査報告,v

森小路遺跡発掘調査報告I

大福遺跡調査報告

1992年度発掘鯛査報告番，

1992年度発掘調査報告番2

1994年度発掘調査報告番，

1995年度発掘調査報告書，

平成7年度国庫補助により発掘調査
報告書

史跡今城塚古城

平成12年度（財）八尾市文化財調
査研究会事業報告

発行所

岐阜県土岐市教育委員会

福井県美浜町教育委員会

財団法人富山県文化振興財団埋

蔵文化財調査事務所

米原町教育委員会

米原町教育委員会

米原町教育委員会

米原町教育委員会

米原町教育委員会

三重県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

奈良県立橿原考古学研究所

奈良県立橿原考古学研究所

奈良県立橿原考古学研究所

奈良県立橿原考古学研究所

奈良県立橿原考古学研究所

大阪大学埋蔵文化財調査委員会

大阪大学大学院文学研究科考古
学研究室

大阪大学大学院文学研究科

財団法人大阪市文化財協会

財団法人大阪市文化財協会

財団法人大阪市文化財協会

財団法人大阪市文化財協会

財団法人大阪市文化財協会

財団法人大阪市文化財協会

財団法人桜井市文化財協会

財団法人桜井市文化財協会

財団法人桜井市文化財協会

財団法人桜井市文化財協会

財団法人桜井市文化財協会

財団法人桜井市文化財協会

高槻市教育委員会

財団法人八尾市文化財調査研究

会

番名

萩原城適跡埋蔵文化財発掘調査報
告杏

白水遺跡第3.6.7次商津機大塚遺

跡第1.2次

南僧尾

二葉町遺跡発掘調査報告書

ゆの山御てん-有馬温泉・湯山遺跡
発掘調査の記録一

玉津田中遺跡発掘調査報告書

御蔵遺跡

住吉宮町遺跡（第19.20次）

住吉宮町遺跡（第24.32次）

若松町遺跡

勝尾遺跡I

上沢遺跡発掘調査報告番

松野遺跡発掘調査報告番

TSU別HORI

特別史跡姫路城跡I

二郎宮ノ前遺跡

奥新田東古城群

白沢3.5号窯

外野野遺跡

貴船神社遺跡

亀田遺跡

亀田遺跡（第2分冊）

久留美・跡部窯跡群

向山古墳群.市条寺古墳群.一乗寺

経塚.矢別遺跡

志方窯跡群I

志方窯跡群11

大釜向山遺跡

大亀谷山古城

商松町遺跡

福島古墳群

北摂ニュータウン内遺跡調査報告
SVII下西山遺跡

長坂遺跡

木之内城跡

岡山大学構内適跡調査研究年報18

岡山大学埋蔵文化財調査研究セン
ター自己評価・外部評価報告書

岡谷大溝散布地.三須今溝．河

原．畠田遺跡●井手見延・天原遺跡
ほか

原尾島適跡．沢田遺跡

上東遺跡

下庄遺跡・上東遺跡

船山遺跡

且山遺跡2

平田遺跡

天瀬遺跡・岡山城外堀跡

津島遺跡3

清水谷遺跡

広島大学統合移転地埋蔵文化財調

査年報xvI

帝釈峡遺跡群発掘調査室年報xv

妻木晩田遺跡

淀江町内遺跡V'’

百塚遮跡群1V

湯の奥遺跡・登安寺遺跡・湯後遺

跡・土井砂迩跡

堂床遺跡

茂芳目遺跡・布志目遺跡・大堤11
遺跡・大堤I遺跡・真野谷遺跡・杉
谷遺跡・室山遺跡

発行所

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

姫路市教育委員会

姫路市教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

岡山大学埋蔵文化財調査研究セ
ンター

岡山大学埋蔵文化財調査研究セ
ンター

岡山県古代吉術文化財センター

岡山県古代吉備文化財センター

岡山県古代吉備文化財センター

岡山県古代吉備文化財センター

岡山県古代吉備文化財センター

岡山県古代吉備文化財センター

岡山県古代吉備文化財センター

岡山県古代吉備文化財センター

岡山県古代吉備文化財センター

矢掛町教育委員会

広島大学環境保全委員会埋蔵文
化財調査室

広島大学文学部帝釈峡遺跡群発
掘調査室

淀江町教育委員会

淀江町教育委員会

淀江町教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会



書名

布志名大谷Ill遺跡

布志名大谷I遺跡(1号墳）

古志本郷遺跡11

恵良遺跡・堂々炭窯跡・上条遺
跡・水戸神社跡・立女遺跡

熊谷遺跡・要害遺跡

丸山遺跡・大槙炉跡

岩屋遺跡・平床II遺跡

蟹谷遺跡・上沢Ill遺跡・古志本郷
遺跡Ill

塩津丘陵遺跡群・小久白墳墓群

長廻横穴墓群・長廻遺跡(vol.1)

石見焼関連遺跡調査報告2

上野遺跡・竹ノ崎遺跡

御崎谷遺跡・大床遺跡

荒畑遺跡・ラント遺跡・野田遺跡

山代二子塚古墳

山代二子塚古墳整備蛎業報告書

西川津遺跡V111

石見銀山

石見銀山遺跡総合調査概報(1)

石見焼関連遺跡調査報告1

戸井谷尻遺跡・長老畑遺跡

松江市手間古城発掘調充報告薬師
山古墳出土遺跡について

田和山遺跡

小野地区の遺跡

東雲神社遺跡

東野中畦遺跡

斎院の遺跡11

松ノ元遺跡

餌が峠古墳

水戸森遺跡・七反山遺跡・今岡城
跡

犬除遺跡2次調査

尼ケ古城跡・かわらがはな窯跡

播磨塚天神山古墳

福音寺地区の遺跡111

大測遺跡

瑞穂・原ノ畑遺跡

大野城市の文化財第33集

佐賀県大友遺跡

松木遺跡1V

安徳原田遺跡群

内田遺跡群

野口遺跡群

宇野地区遺跡群''’

七夕池古墳

上平田遺跡

野藤遺跡

大土居水城跡

発行所

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

国土交通省中国地方盤備局・島
根県教育委員会

国土交通省中国地方整備局・島
根県教育委員会

島根大学法文学部考古学研究室

松江市教育委員会

松山市教育委員会・財団法人松

山市生涯学習進行財団埋蔵文化
財センター

松山市教育委員会・財団法人松

山市生涯学習進行財団埋蔵文化
財センター

松山市教育委員会・財団法人松

山市生涯学習進行財団埋蔵文化
財センター

松山市教育委貝会・財団法人松

山市生涯学習進行財団埋蔵文化
財センター

財団法人愛媛県埋蔵文化財セン
ター

財団法人愛媛県

財団法人愛媛県埋蔵文化財調査
センター

財団法人愛媛県埋蔵文化財調査
センター

財団法人愛媛県埋蔵文化財セン
ター

財団法人松山市生涯学習振興財
団埋蔵文化財センター

財団法人松山市生涯学習振興財
団埋蔵文化財センター

財団法人松山市生涯学習振興財
団埋蔵文化財センター

大野城市教育委員会

大野城市教育委員会

九州大学大学院人文科学研究院

那賀川町教育委員会

那賀川町教育委員会

那賀川町教育委員会

那賀川町教育委員会

新吉富村教育委員会

志免町教育委員会

春日市教育委員会

春日市教育委員会

春日市教育委員会

番名

大荒遺跡・天田遺跡

大坪遺跡

須玖盤石遺跡

太宰府史跡出土軒瓦・叩打痕文字

瓦型式一覧

太宰府史跡発掘調査報告書I

玄界灘における海底遺跡の探査と

確認調査

福岡県岐志元村遺跡

菅牟田荒谷遺跡

外原遺跡

唐津市内遺跡確認調査

衣千古壇群

東山I遺跡

千々賀遺跡

半田新田遺跡

金丸遺跡II

筑後国府跡

横道遺跡11

大谷古墳群

格屋敬遺跡

旗原遺跡

久留米市内遺跡群

久留米市埋蔵文化財調査集報111

山ノ上遺跡・赤坂古墳群

上唐原了消遺跡111

西新町遺跡111

仁右衛門畑遺跡11

埋蔵文化財調盃報告

本郷流川遺跡

川原西遺跡（第3地点）

曽根田前田遺跡II

船越高原A遺跡II

越路六郎遺跡・越路貨船遺跡

長野古城群

屋永東原遺跡

内ヶ磯窯跡l

JR筑肥線複線化用地内遺跡群

有田塞ノ本遺跡

前原西町遺跡

三郎丸堂ノ上C

久原禰ヶ下

東郷登り立

むなかたの文化財

冨地原岩野A

大悟法条里跡池ノ下地区・福島遺
跡入垣地区・長者屋敷遺跡

長者屋敷遺跡

上岸川遺跡

佐賀市埋蔵文化財確認調査報告書

石土井遺跡I

野中遺跡

増田遺跡群V

徳永遺跡10区

徳永遺跡12区

上場遺跡2区

長ノ原遺跡

長ノ原遺跡.神山古墳

勝尾城下町遺跡

安永田遺跡

今泉遺跡

永田古墳群

加藤田遺跡

京町遺跡

西田遺跡

水崎（仮宿）遺跡

双六古墳

発行所

春日市教育委員会

春日市教育委員会

春日市教育委員会

九州歴史資料館

受贈図書

九州歴史資料館

九州大学大学院考古学研究室

九州大学大学院人文科学研究院

唐津市教育委員会

唐津市教育委員会

唐津市教育委員会

唐津市教育委員会

唐津市教育委員会

唐津市教育委員会

唐津市教育委員会

久留米市教育委員会

久留米市教育委員会

久留米市教育委員会

久留米市教育委員会

久留米市教育委員会

久留米市教育委員会

久留米市教育委員会

久留米市教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

前原市教育委員会

前原市教育委員会

前原市教育委員会

宗像市教育委員会

宗像市教育委員会

宗像市教育委員会

宗像市教育委員会

宗像市教育委員会

中津市教育委員会

中津市教育委員会

佐賀市教育委員会

佐賀市教育委員会

佐賀市教育委員会

佐賀市教育委員会

佐賀市教育委員会

佐賀市教育委員会

佐賀市教育委員会

佐賀市教育委員会

鳥栖市教育委員会

鳥栖市教育委員会

鳥栖市教育委員会

鳥栖市教育委員会

鳥栖市教育委員会

鳥栖市教育委員会

鳥栖市教育委員会

鳥栖市教育委員会

鳥栖市教育委員会

美津島町文化財保護協会

勝本町教育委員会
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受贈図雷

書名

園柳遺跡

矢立山古墳群発掘調査概報（1）

大岩田上村遺跡

倉岡第2遺跡

虎崩・榎木田遺跡.黒勢戸・上示野

原遺跡

元地原遺跡

権現原第1遺跡・下星野遺跡

権現原第2遺跡・杉木原遺跡・永ノ
原遺跡

池内横穴墓群発掘調査整理報告魯

町屋敬遺跡

志戸平遺跡・頭田遺跡

上ノ迫遺跡

本城原遺跡

松元遺跡・井手口遺跡・塚原遺跡

右葛ヶ迫遺跡

王子原遺跡

井尻遺跡・雀田遺跡・沖ノ田遺跡

木脇遺跡

木城村古墳27号。60号横穴墓

内宮田遺跡・柳迫遺跡・中別府遺
跡

東九州自動車道（都農?西都間）関

係埋蔵文化財発掘調査概要報告杏I

梅北佐土原遺跡・中尾遺跡・蓑原
遺跡

嶋廻遺跡

天神免遺跡

小岡丸地区遺跡群

長江浦地区遺跡群

昌明寺遺跡

後平第2遺跡

内小野遺跡

東川北地区遺跡群

島内地下式横穴墓群

横市地区遺跡群馬渡遺跡・坂元A
遺跡

カムィヤキ古窯跡群111

水迫遺跡I

下尾下他遺跡

向井ヶ迫遺跡

正戸山遺跡・大久保段遺跡・屋敷

段遺跡・今塚段遺跡・貝ヶ塚遺跡
ほか

東馬場遺跡

久保崎IV遺跡その’

小中原遺跡

小牧3A遺跡・岩本遺跡

竹ノ山AB遺跡

上野原遺跡（第to地点）

上野原遺跡（第10地点）

東田遺跡

浅川牧(I.II)遺跡

浜町過跡

本御内遺跡

保養院遺跡

北薩・伊佐地区埋蔵文化財分布調
査報告書(VII)

北薩・伊佐地区埋蔵文化財分布調

査報告書(VI11)

炉掘遺跡.西ノ原B遺跡

一ノ谷遺跡

沖田岩戸遺跡

柿内遺跡.大園遺跡.西俣遺跡

大龍遺跡

大施遺跡B地点

発行所

勝本町教育委員会

厳原町教育委員会

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

えびの市教育委員会

えびの市教育委員会

えびの市教育委員会

えびの市教育委員会

えびの市教育委員会

えびの市教育委員会

えびの市教育委員会

えびの市教育委員会

都城市教育委員会

伊仙町教育委員会

指宿市教育委員会

大口市教育委員会

大隅町教育委員会

大隅町教育委員会

大隅町教育委員会

大隅町教育委員会

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島市教育委員会

鹿児島市教育委員会

書名

瀬筒原遺跡

小野原A遺跡(Ill)

小野原A遺跡(IV)

椿ノ原遺跡

西大原遺跡・ヘゴノ原遺跡・流合

遺跡・小原ノ原遺跡・愛宕B遺

跡・中小路遺跡・別府城跡・志風

頭遺跡

馬神遺跡.堂ノ原寺遺跡

弥勤窯跡

軍原遺跡

ホケノ頭遺跡

登立遺跡

宮下遺跡・小房迫前遺跡

谷添遺跡・出口遺跡

大中原遺跡

留守氏館跡

牧港岩山の宜野湾ノロ墓

蘇る琉球国中山王陵浦添ようどれ

首里城跡

図録

よみがえる北の中・近世掘り出

されたアイヌ文化

財団法人アイヌ文化振興・研究推
進機栂収蔵品目録2

ようこそ！はにわのふるさとへ

槍の身振り

顔がついた土器

図録・長津田遺跡群

三条界隈のやきもの屋

米原町の文化財

モノクロームの守り神

荘厳

川に生きる

昔むかしのたべものは？

色彩の考古学

古代のメインロード

神戸の古墳

奴国王の出現と北部九州のクニグ
ニニ

古代の器

久米のきみはゑ五百年

パンフレット

遺跡を期けめぐる

安居窯跡群発掘調査レポート

北陸新幹線埋蔵文化財包含地調査
報告（2）

締岡の原像をさぐる

研究所要覧

丹波篠山三釈迦山北麓の遺跡

津島遺跡を探る2

百間川の遺跡探検

発掘された久田の文化財

古代体験マニュアルvol.2「細文風
ドングリ料理を作ろう」

山陰道まいぶんマップ

石見銀山遺跡ニュース恥l

いにしえの川津を掘る

斐伊川放水路発掘物語part.7

前原市文化財整備基本計画

川内市文化財ガイドマップ

発行所

鹿歴市教育委員会

鹿屋市教育委員会

鹿屋市教育委員会

加世田市教育委員会

加世田市教育委員会

加世田市教育委員会

加治木町教育委員会

溜山町教育委員会

田代町教育委員会

知覧町教育委員会

垂水市教育委員会

根占町教育委員会

根占町教育委員会

隼人町教育委員会

浦添市教育委員会

浦添市教育委員会

沖抑県立埋蔵文化財センター

財団法人アイヌ文化振興・研究

推進機栂

財団法人アイヌ文化振興・研究

推進槻構

栃木県教育委員会

千葉県立房総風土記の丘

大田区立郷土博物館

財団法人かながわ考古学財団

土岐市美濃陶磁歴史館

米原町教育委員会

大阪府立近つ飛鳥博物館

大阪府立近つ飛鳥博物館

広島県立歴史民俗資料館

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

春日市奴国の丘歴史資料館

春日市奴国の丘歴史資料館

久米島自然文化センター

財団法人東京都生涯学習文化財

団東京都埋蔵文化財センター

財団法人富山県文化振興財団埋

蔵文化財調査事務所

財団法人富山県文化振興財団埋
蔵文化財調査事務所

財団法人静岡県埋蔵文化財調査
研究所

財団法人静岡県埋蔵文化財調査
研究所

兵庫県教育委員会埋蔵文化財調
在蛎務所

岡山県古代吉備文化財センター

岡山県古代吉備文化財センター

岡山県古代吉備文化財センター

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

前原市

川内市教育委員会
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付編鹿児島大学構内遺跡群郡元団地における自然科学分析

鹿児島大学構内遺跡群郡元団地に

おける自然科学分析

株式会社古環境研究所

本編は，古環境研究所に依頼した自然科学分析結果報告書を掲載したものである。

報告中の試料地点の表記と，調査名および調査地点との対応は以下のとおりである。

本編

総合研究棟Ⅱ

理学部改修

サークル棟

J・K-9区e4区

調査コード・調査地点

2001-3郡元団地K-9区（総合研究棟Ⅱ試掘）

2001-2郡元団地J－7．8区（理学部改修）

2001-1郡元団地M・N－4．5区（サークル棟）

2001-2郡元団地J－7．8区（理学部改修）

備考

本書3章報告

未報告

本書2章報告

未報告
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付編鹿児島大学構内遺跡群郡元団地における自然科学分析

付編鹿児島大学構内遺跡群郡元団地における自然科学分析

株式会社古環境研究所

I.放射性炭素年代測定

1．試料と方法

試料名 地点・層準 種類 前処理・調整 測定法

Nal総合研究棟Ⅱ,19層炭化物酸-ｱﾙｶﾘｰ酸洗浄，石墨調整加速器質量分析(AMS)法

Na2理学部改修,A7区炉層炭化物酸-ｱﾙｶﾘｰ酸洗浄，石墨調整加速器質量分析(AMS)法

2．測定結果

試料名c年代

（年BP)

補正"C年代暦年代（西暦）

（年BP)

Ｃ
ｊ

賜
雅

６

く
測定恥

(Beta-)

交点:calBC2880

1a:calBC2900～2870

2a:calBC2910～2860,2810～2750
2720～2700

交点:calAD530

1a:calAD430～550

2a:calAD410～600

恥14280±40-27.34240±40 169711

Na21600±40-27.41560士40 166713

1)*<c年代測定値

試料の14^/12^比から，単純に現在(1950年AD)から何年前かを計算した値。cの半減期は，国際的慣例

によりLibbyの5,568年を用いた。

2)3**C測定値

試料の測定14C/12C比を補正するための炭素安定同位体比("C/'*C)。この値は標準物質(PDB)の同位体

比からの千分偏差(%o)で表す。

3）補正14Q年代値

Ji'C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り,>c/'*cの測定値に補正値を加えた上で算出した年代。

4）暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中"C濃度の変動を較正することにより算出した年代（西暦)。較正には，

年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値，およびサンゴのU-Th年代と"C年代の比較により作成された較正

曲線を使用した。最新のデータベースでは，約19,000年BPまでの換算が可能となっている。
シグマ

暦年代の交点とは，補正MQ年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。1a(68%確率）と2び

(95％確率）は，補正14c年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがって，複数の交点

が表記される場合や，複数のlぴ・2ぴ値が表記される場合もある。

文献

Stuiver.M..et.al..(1998).INTCAL98RadiocarbonAgeCalibration.Radiocarbon.40.p.1041-1083.

中村俊夫(1999)放射性炭素法．考古学のための年代測定学入門．古今書院,p.1-36.
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Ⅱ．植物珪酸体（プラント・オパール）分析

1．はじめに

植物珪酸体は，植物の細胞内に珪酸（SiO,）が蓄積したものであり，植物が枯れたあともガラス質の微化石（プ

ラント．オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は，この微化石を遺跡土壌などか

ら検出して同定．定量する方法であり，イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植生．古環境の推定

などに応用されている（杉山，2000)。また，イネの消長を検討することで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である

(藤原．杉山,1984)o

2．試料

分析試料は，総合研究棟Ⅱ，サークル棟，J・K-9区e4区の3地点から採取された計8点である。試料採取箇

所を分析結果図に示す。

3．分析法

植物珪酸体の抽出と定量は，ガラスビーズ法（藤原,1976)を用いて，次の手順で行った。

1)試料を105℃で24時間乾燥（絶乾）

2）試料約1gに対し直径約40amのガラスビーズを約0.02g添加（電子分析天秤により0.lingの精度で秤量）

3）電気炉灰化法（550℃・6時間）による脱有機物処理

4）超音波水中照射(300W・42剛z・’0分間）による分散

5）沈底法による20am以下の微粒子除去

6）封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成

7）検鏡・計数

同定は，400倍の偏光顕微鏡下で，おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象として行った。計

数は，ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。試料

1gあたりのガラスビーズ個数に，計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて，試料1g中の植
物珪酸体個数を求めた。

また，おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体1個あたりの植物

体乾重，単位:ht*g)をかけて，単位面積で層厚1cmあたりの植物体生産量を算出した。イネ（赤米）の換

算係数は2．94（種実重は1.03),ヒエ属（ヒエ）は8.40,ヨシ属（ヨシ）は6.31,ススキ属（ススキ）は1.24,

メダケ節は1.16,ネザサ節は0.48,クマザサ属（チシマザサ節・チマキザサ節）は0.75,ミヤコザサ節は0.30

である。タケ亜科については，植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

4．分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い，そ

の結果を表lおよび図1～図3に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

イネ，ヒエ属型，キビ族型，ヨシ属，ススキ属型（おもにススキ属)，ウシクサ族A(チガヤ属など),ウシクサ
族B(大型),Aタイプ（くさび型）

〔イネ科一タケ亜科〕

メダケ節型（メダケ属メダケ節・リュウキュウチク節，ヤダケ属)，ネザサ節型（おもにメダケ属ネザサ節)，ミ
ヤコザサ節型（おもにクマザサ属ミヤコザサ節)，未分類等

〔イネ科一その他〕

表皮毛起源，棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来)，茎部起源，地下茎部起源，未分類等
〔樹木〕

ブナ科（シイ属)，ブナ科（アカガシ亜属)，クスノキ科，マンサク科（イスノキ属)，その他
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5．考察

(1)稲作跡の検討

水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合，一般にイネの植物珪酸体（プラント・オパール）が試料1gあた

り5,000個以上と高い密度で検出された場合に，そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している（杉山，

2000)。ただし，密度が3,000個/g程度でも水田遺構が検出される事例があることから，ここでは判断の基準を

3,000個/gとして検討を行った。

1）総合研究棟II(図1)

12層（弥生時代中期),13層（弥生時代中期),18層,19層（縄文時代中期）について分析を行った。その結

果,12層と13層からイネが検出された。このうち,13層では密度が5,400個/gと高い値であり,12層でも4,400

個/gと比較的高い値である。したがって，これらの層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

2）サークル棟（図2）

SDIの埋土3(弥生時代中期）と埋土4(弥生時代中期）について分析を行った。その結果，埋土4からイ

ネが検出されたが，密度は700個/gと低い値である。このことから，当時は調査区周辺で稲作が行われており，

そこから何らかの形でSDI内にイネの植物珪酸体が混入したものと考えられる。

3）J・K－9区e4区（図3)

7層（弥生時代中期）と8層（弥生時代中期）について分析を行った。その結果，両試料からイネが検出され

た。このうち，8層では密度が9,000個/gと高い値である。したがって，同層では稲作が行われていた可能性が

高いと考えられる。7層では密度が2,400個/gと比較的低い値である。イネの密度が低い原因としては，稲作が

行われていた期間が短かったこと，土層の堆積速度が速かったこと，洪水などによって耕作土が流出したこと，採

取地点が畦畔など耕作面以外であったこと，および上層や他所からの混入などが考えられる。

（2）イネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには，イネ以外にもムギ類，ヒエ属型（ヒ

エが含まれる)，エノコログサ属型（アワが含まれる)，キビ属型（キビが含まれる)，ジュズダマ属（ハトムギが

含まれる)，オヒシバ属型（シコクビエが含まれる)，モロコシ属型などがある。このうち，本遺跡の試料からはヒ

エ属型が検出された。

ヒエ属型は，総合研究棟Ⅱの13層（弥生時代中期）から検出された。ヒエ属型には栽培種のヒエの他にイヌビ

エなどの野生種が含まれるが，両者の差異は植物分類上でも不明確であり，現時点では植物珪酸体の形態からこ

れらを識別することは困難である（杉山ほか,1988)oまた，密度も700個/gと低い値であることから，ここでヒ

エが栽培されていた可能性は考えられるものの，イヌビエなどの野・雑草である可能性も否定できない。

イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため，その他の分類群の中にも栽培種に由来するものが含まれて

いる可能性が考えられる。また，キビ族型にはヒエ属やエノコログサ属に近似したものも含まれており，ウシク

サ族B(大型）の中にはサトウキビ属に近似したものが含まれている。これらの分類群の給源植物の究明につい

ては今後の課題としたい。なお，植物珪酸体分析で同定される分類群は主にイネ科植物に限定されるため，根菜

類などの畑作物は分析の対象外となっている。

（3）植物珪酸体分析から推定される植生と環境

弥生時代中期とされる土層では，上記以外にもヨシ属，ススキ属型，ウシクサ族A,タケ亜科などが検出され，

ブナ科（シイ属)，ブナ科（アカガシ亜属)，クスノキ科，マンサク科（イスノキ属）などの照葉樹起源も検出され

た。おもな分類群の推定生産量によると，おおむねイネが優勢となっていることが分かる。

以上のことから，弥生時代中期とされる土層の堆積当時は，ヨシ属などが生育する湿地的な環境であったと考

えられ，そこを利用して水田稲作が行われていたと推定される。また，周辺にはススキ属やチガヤ属，竹笹類な

どが生育する草原的なところも見られ，遺跡周辺にはシイ属，アカガシ亜属，クスノキ科，イスノキ属などの照

葉樹林が分布していたと推定される。
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6．まとめ

植物珪酸体（プラント・オパール）分析の結果，弥生時代中期とされる総合研究棟Ⅱの12層と13層，および

』・K-9区e4区の8層からは，イネが多量に検出され，稲作が行われていた可能性が高いと判断された。また，

J・K－9区e4区の7層などでも，稲作が行われていた可能性が認められた。

弥生時代中期とされる土層の堆積当時は，ヨシ属などが生育する湿地的な環境であったと考えられ，そこを利

用して水田稲作が行われていたと推定される。また，周辺にはススキ属やチガヤ属，竹笹類などが生育する草原

的なところも見られ，遺跡周辺にはシイ属，アカガシ亜属，クスノキ科，イスノキ属などの照葉樹林が分布して

いたと推定される。

文献

杉山真二（2000）植物珪酸体（プラント・オパール)．考古学と植物学．同成社,p.189-213.

藤原宏志(1976)プラント・オパール分析法の蕊礎的研究(1)一数櫛イネ科栽培植物の珪酸体標本と定最分析法一．考古学と自

然科学,9.p.15-29.

藤原宏志・杉山真二(1984)プラント・オパール分析法の基礎的研究(5)一プラント・オパール分析による水田ttの探査一・考

古学と自然科学,17,p.73-85.
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SUMMARY

Thisisthereportoftherescueexcavationsandsurveysofthesitesinthecampusesof

KagoshimaUniversityinthe2001fiscalyear.

LOCATIONANDHISTORICALBACKGROUND

KagoshimaUniversityislocatedinthecenterofKagoshimacity,southKyushuIsland.The

westernpartofthecityishighlandandtheeasternpartislowland.ActivevolcanoMt.

SakurajimaisinthecenterofKagoshimaBay.

ThisreportincludestheresultsofexcavationsandfieldsurveysatKorimotocampusand

Sakuragaokacampus．Korimotocampusislocatedinthelowland,Sakuragaokacampusis

locatedinthehighland.

ThesitesinKorimotocampusai℃1℃gistei℃dasancientvillagesinlatterhalfofKofunperiodat

500to700AD・InSakuragaokacampusalsoexistthesitesinearlyJomonperioddated

approximately9500BC,andthoseofYayoiperiodfrom300BCtoAD250.

OUTLINEOFEXCAVATIONSINTHE2001FISCALYEAR

Thecentercarriedthreeexcavations,onetestexcavationandninesurveys・Theywereall

rescuearchaeologicalsurveysinthe2001fiscalyear.

KorimotoCampus

AttheCode2001-2excavationand2001-Bsurvey,therearemanypitdwellingsoflatterhalf

ofKofunperiod・TheCode2001-2excavationwillbecontinuedalsotonextyear・Atthe

Code2001-1and2001-2excavationtherearestructuralremainsofMiddlestageofYayoi

period・Ithasbeenunderstoodthatthemanactivityhadbeendoneforabout1000yearsfrom

theMiddlestageofYayoiperiodtotheantiquityfromthoseinvestigationresultsonKorimoto

campus.

SakuragaokaCampus

AttheCode2000-2excavation,wefoundfourpittrapsofLatestageofPalaeolithicperiodor

IncipientstageofJomonperiod.Itwasunderstoodthereaswithofhunting.
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11

130

32

48

130

32

48

主な遺物

陶磁器

笹貫式土器

調査期間

20010925

～

20011104

20020313

～

20020326

調 査

面積

(㎡）

800

㎡

4㎡

調査起

因

校舎建

設

校舎建

設に伴

う試掘

特記事項

弥生土器（入来式・山ノロ

弥生時

代・古墳

時代

士塘状遺構

小ピット群

式・高付式・中津野式）

土錘

磨製石鎌

打製石鎌

擦石

陶磁器

古墳時代の土器

49
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